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▼
　
一
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一
割
り
注
は
、
（
　
）
を
付
し
て
示
し
た
。

一
私
に
年
月
を
補
う
時
は
、
（
　
）
を
付
し
て
示
し
た
。

一
欠
損
文
字
あ
る
い
は
判
読
不
明
文
字
に
つ
い
て
は
、
大
日
本
古
記
録
所
収
本

に
従
い
、
□
も
し
く
は
□
（
二
字
以
上
）
の
よ
う
な
形
で
示
し
た
。

一
訓
読
不
明
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
原
文
の
ま
ま
記
し
て
お
い
た
。

一
な
お
読
解
の
便
の
た
め
、
大
日
本
古
記
録
所
収
の
小
右
記
に
見
え
る
人
名
注

記
等
を
本
文
の
後
に
一
括
掲
示
し
た
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

凡
　
　
例

一
本
訓
読
の
も
と
に
し
た
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
大
日
本
古
記
録
所
収
の
小
右

記
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
、
岩
波
書
店
、
昭
和
三
四
年
三
月
刊
）
を
用
い

た
。

一
大
日
本
古
記
録
所
収
の
小
右
記
に
見
え
る
推
定
部
分
に
つ
い
て
は
、
特
に
異

論
が
な
い
限
り
、
そ
の
推
定
に
従
っ
た
。

一
漢
字
は
で
き
る
だ
け
テ
キ
ス
ト
通
り
と
し
た
が
、
常
用
漢
字
に
つ
い
て
は
、

ほ
ぼ
新
字
体
に
改
め
、
異
体
字
も
ほ
ぼ
通
用
字
体
に
改
め
た
。

一
　
「
て
へ
り
」
は
、
も
と
の
形
に
改
め
て
、
「
と
い
へ
り
」
と
記
し
た
。

一
小
見
出
し
は
、
［
　
］
を
付
し
て
示
し
た
。

正
暦
六
年
（
改
元
長
徳
）

正
　
月

［
行
幸
の
事
］

二
日
、
己
酉
。
巳
の
時
許
り
に
参
内
す
。
今
日
行
幸
な
り
。
而
る
を
は
関
白
労
る

所
有
り
、
参
入
せ
ら
る
べ
か
ら
ざ
る
の
由
奏
聞
せ
ら
る
。
是
御
夢
想
の
為
紛
転
す

と
い
へ
り
。
即
ち
此
の
由
を
以
て
は
内
よ
り
は
蔵
人
頭
俊
里
を
以
て
維
院
に
聞
こ
え

ら
る
。
頗
る
許
さ
ざ
る
な
り
。
又
院
の
御
返
事
を
以
て
関
白
の
許
に
示
し
遣
さ
る
。

往
復
の
間
既
に
未
の
一
鮎
に
及
ぶ
。
件
の
剋
遂
に
行
幸
有
り
（
建
礼
・
陽
明
等

の
門
を
出
づ
る
こ
と
、
去
年
の
如
し
。
）
警
輝
・
鈴
奏
等
例
の
如
し
。
侍
右
大
臣
・

帽
内
大
臣
以
下
雇
従
す
。
け
左
大
臣
迫
っ
て
院
に
参
る
（
車
に
乗
る
）
。
は
参
議
時



光
卓
に
乗
る
。
牢
龍
院
に
候
す
。
去
年
此
の
如
し
。
諸
卿
傾
奇
す
。

川
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〓

り

怜
修
理
権
大
夫
院
に
参
る
。
老
い
屈
ま
り
た
る
か
。
n
大
納
言
朝
光
・
q
済
時
・

腰
道
長
・
0
中
納
言
保
光
等
の
卿
は
参
ら
ず
。
以
外
は
皆
参
る
。
㈹
三
位
輔
正
鳳
撃

m
岬

ハ
訓

に
屈
従
す
。
西
門
に
人
ら
ん
と
欲
す
る
の
間
、
佗
主
上
仕
蔵
人
頭
斉
信
朝
臣
を
以

て
先
づ
啓
せ
ら
る
。
復
命
の
後
鳳
撃
を
入
る
。
中
門
の
外
に
於
て
下
り
給
ふ
。

御
簾
の
中
に
於
て
拝
観
の
礼
有
り
。
外
の
人
見
ら
れ
ず
。
院
御
膳
を
供
せ
ら
る
。

爪
W仕
大
納
言
道
頼
陪
膳
を
為
す
。
侍
従
益
供
す
。
諸
卿
を
御
前
に
召
さ
ず
。
黄
昏
諸

卿
以
下
に
録
を
賜
ふ
こ
と
差
有
り
。
乗
燭
宮
に
還
る
。

早
出
す
。
左
府
院
よ
り
車
に
乗
る
。
行
道
を
取
り
参
内
す
。
南
殿
の
列
に
候
す
）
、

先
ず
中
宮
の
大
饗
（
玄
輝
門
の
西
）
に
着
く
。
一
献
は
宮
司
、
次
に
内
大
臣
、
大

納
言
道
頼
、
次
々
の
巡
等
更
に
記
さ
ず
。
楽
各
一
曲
有
り
。
公
卿
・
侍
従
の
禄
例

の
如
し
。

［
扶
義
紅
色
の
下
重
を
着
る
は
、
然
る
べ
か
ら
ざ
る
の
事
］

刊
り

南
殿
の
通
籍
に
於
て
、
最
後
の
留
守
Ⅱ
右
大
弁
扶
義
名
謁
す
。
扶
義
今
朝
紅
花
色

の
下
重
を
着
る
。
人
々
云
ふ
、
行
幸
の
日
は
色
を
着
ず
。
仇
て
忽
ち
内
の
御
書
所

に
於
て
脱
却
し
て
、
他
の
色
を
着
る
。

［
東
宮
の
大
饗
の
事
、
御
忌
月
に
依
り
て
楽
無
き
の
事
］

次
に
東
宮
の
饗
（
同
門
の
東
）
に
着
く
。
其
の
儀
例
の
如
し
。
但
し
楽
無
し
。

㈹
御
忌
月
に
依
る
か
。
亥
の
時
に
事
了
ん
ぬ
。
中
宮
の
饗
は
内
府
盃
を
執
る
。
中

納
言
以
下
の
四
位
の
侍
従
、
蓋
し
親
を
憶
ふ
の
義
に
依
る
か
。
先
例
を
尋
ぬ
べ
き

事
な
り
。

2

［
元
三
日
間
の
行
幸
魚
袋
を
凧
す
る
の
事
］

今
日
諸
卿
魚
袋
を
凧
す
（
衛
府
を
除
く
の
外
皆
魚
袋
を
凧
す
。
二
宮
の
大
饗
な
り
。

或
は
文
に
云
ふ
、
又
三
箇
日
の
行
幸
は
魚
袋
を
着
く
と
い
へ
り
）
。

［
中
宮
の
大
饗
の
事
］

m

W

　

　

　

　

仇

叫

n
中
宮
・
住
東
宮
の
拝
礼
有
り
。
其
の
後
、
内
大
臣
以
下
（
左
右
両
府
行
幸
の
後

［
叙
位
の
議
の
事
］

．
山
7

五
日
、
壬
子
。
便
を
召
し
て
云
ふ
、
¢
大
外
記
致
時
期
朝
臣
仰
せ
て
云
ふ
、
け
左

大
臣
仰
せ
を
伝
へ
て
云
ふ
、
今
日
叙
位
の
議
有
る
べ
し
。
参
入
す
べ
L
と
い
へ
り
。

爪
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仇

叫

参
内
す
。
は
右
大
臣
・
樽
内
大
臣
・
住
大
納
言
道
頼
卿
・
餉
中
納
言
顕
光
・
0
保

光
・
国
公
季
・
糾
時
中
・
国
伊
捗
・
国
債
忠
・
伯
参
議
安
親
・
は
時
光
・
輌
惟
仲
・

璃
〃

国
公
任
・
国
誠
信
・
仕
扶
義
等
参
入
す
。
右
大
臣
（
け
左
府
若
し
障
り
を
申
さ
る

る
か
）
陣
の
座
に
在
り
。
議
の
所
に
着
か
ざ
る
の
間
、
は
蔵
人
頭
俊
賢
伝
へ
喚
ぶ
。

大
臣
外
記
を
召
す
。
筈
書
候
ふ
べ
き
の
由
を
伸
す
。
外
記
仰
せ
を
承
り
筈
書
を
持

す
。
日
花
門
よ
り
入
り
列
立
す
。
右
大
臣
・
内
大
臣
以
下
陣
の
座
を
起
ち
て
射
場



爪
W

に
向
ふ
。
仕
権
大
納
言
道
頼
以
下
の
三
人
笛
文
を
執
る
。
右
大
臣
筆
を
執
り
、
中

納
言
伊
捗
を
召
し
、
三
宮
の
御
給
の
事
を
伸
す
。
亥
の
一
粘
事
詰
り
て
退
出
す
。

今
日
は
関
白
御
簾
の
中
に
侯
す
。
悩
む
所
堰
へ
難
き
に
依
る
か
。
時
々
此
の
如
き

事
有
り
。
奇
と
為
す
奇
と
為
す
。

大
矢
と
謂
ふ
べ
し
。
亥
の
時
諸
卿
退
下
す
。

［
関
白
の
二
娘
青
宮
に
参
る
の
事
］

、
．
1
H
7

十
九
日
、
丙
寅
。
n
関
白
の
¢
二
娘
（
内
の
御
匝
殿
と
号
す
）
今
夜
青
宮
に
参
る

と
云
々
。

［
内
大
臣
家
並
び
に
鴨
院
焼
亡
の
事
］

九
日
、
丙
辰
。
午
時
許
り
に
火
南
方
に
見
ゆ
。
其
の
程
遼
遠
。
小
遠
く
し
て
下
人

走
り
来
た
り
て
云
ふ
、
内
大
臣
家
と
い
へ
り
。
驚
き
な
が
ら
車
に
乗
り
て
馳
せ
向

ふ
。
内
府
の
住
む
家
の
南
の
家
八
開
自
家
新
造
の
所
）
及
び
鴨
院
八
的
冷
泉
院
の

御
在
所
な
り
）
地
を
払
ひ
て
焼
亡
す
。
関
白
殿
に
参
り
、
国
春
宮
大
夫
の
家
に
詣

づ
。
最
も
近
畠
に
依
る
な
り
。
次
に
は
右
府
に
参
る
。
け
藤
相
公
・
朗
勘
解
由
長

官
・
両
三
の
殿
上
人
会
す
。
柳
か
酒
食
有
り
。
乗
燭
大
炊
御
門
に
向
ひ
、
即
ち
家

に
帰
る
。
今
日
左
右
の
指
南
丞
相
関
白
第
に
参
ら
る
と
云
々
。
銅
上
皇
東
三
条

に
遷
御
さ
る
と
云
々
。

［
除
目
始
め
の
事
］

十
一
日
、
戊
午
。
除
目
始
め
。
未
の
終
り
に
参
内
す
。
乗
燭
議
を
始
む
。
左
・
右
・

内
の
三
相
御
前
に
候
す
。
関
白
直
衣
を
着
て
御
簾
の
内
に
候
す
。
左
府
参
議
誠
信

を
召
し
公
卿
の
給
を
給
ふ
。
勘
を
外
記
に
下
さ
し
む
。
其
の
後
は
右
中
弁
俊
里
を

以
て
又
外
記
に
下
す
。
先
例
あ
ら
ず
。
尚
参
議
を
以
て
下
さ
る
べ
L
と
い
へ
り
。

［
内
府
の
大
饗
の
事
］

廿
八
日
、
乙
亥
。
時
々
飛
雪
。
未
の
時
許
り
に
は
内
府
の
大
饗
（
南
院
、
件
の
院

関
白
の
住
所
）
に
詣
づ
。
人
々
云
ふ
、
左
右
の
府
論
客
の
使
を
奉
ぜ
ら
る
と
云
々
。

爪
W

申
の
剋
許
り
に
仕
権
大
納
言
道
頼
卿
以
下
謝
座
す
。
主
人
南
階
の
西
の
柱
に
当
た

り
南
進
し
て
立
ち
、
答
拝
恒
の
如
し
へ
前
例
を
尋
ね
見
る
に
、
納
言
第
一
為
る
の

時
、
主
人
座
上
に
当
た
り
立
つ
。
主
人
今
日
座
下
に
当
た
り
て
立
つ
。
故
実
を
知

ら
ざ
る
か
）
。
主
人
先
づ
昇
り
、
自
余
次
第
に
座
に
着
く
（
大
納
言
道
頼
・
国
中

納
言
顕
光
・
餉
公
季
・
糾
時
中
・
国
伊
捗
・
国
儀
忠
・
餉
参
議
道
綱
・
怜
安
親
・

錮
余
・
餉
惟
仲
・
国
誠
信
）
。
国
左
衛
門
督
顕
光
卿
、
西
の
第
二
間
よ
り
入
り
て

座
に
着
く
。
太
だ
便
無
き
な
り
（
一
間
を
用
い
る
べ
き
な
り
。
就
中
件
の
卿
奥
の

座
に
着
く
べ
し
。
仇
て
二
間
よ
り
入
る
。
更
に
又
二
間
を
出
で
て
座
の
前
を
経
る

は
、
便
無
し
）
。
一
献
の
主
人
早
く
座
を
起
ち
、
良
や
久
し
く
簑
子
数
に
居
り
（

n
〃

用
意
無
き
か
）
。
奥
の
杯
は
Ⅱ
頭
中
将
斉
信
、
二
献
は
鵬
三
位
中
将
隆
家
・
朗
理

．
峨
り

兼
。
三
献
（
実
方
・
頼
定
）
了
り
て
¢
右
少
弁
為
任
座
を
起
つ
。
母
屋
の
西
二
間

3



に
進
み
て
、
申
し
て
史
生
を
召
す
。
主
人
目
し
許
す
（
大
納
言
尊
者
為
る
の
時
、

主
人
之
を
許
す
。
先
例
な
り
）
。
唯
を
称
し
て
座
に
復
す
。
朗
国
平
朝
臣
を
召
し

て
一
声
す
。
次
々
の
儀
例
の
如
し
。
三
献
了
り
て
鷹
飼
の
銅
右
近
将
監
重
行
庭
中

を
度
る
。
作
所
に
立
つ
に
於
て
一
杯
を
勧
む
る
こ
と
恒
の
如
し
。
銅
左
大
弁
惟
仲

此
の
座
に
在
り
。
座
を
起
ち
上
達
部
の
座
の
末
を
経
。
懐
忠
・
安
親
先
例
無
き
の

由
を
称
す
。
尚
弁
の
座
の
上
を
経
べ
L
と
い
へ
り
。
件
の
道
両
説
有
る
か
。
三
献

の
後
、
公
卿
献
杯
す
。
南
の
人
主
人
に
勧
め
、
主
人
大
納
言
に
擬
す
。
或
は
主
人

固
辞
す
る
に
依
て
、
更
に
納
言
に
勧
む
。
録
事
を
召
さ
ざ
る
の
前
に
雅
楽
を
召
す
。

大
唐
・
高
麗
各
二
曲
な
り
。
此
の
間
主
人
録
事
を
召
し
仰
す
。
其
の
詞
聞
こ
え
ず
。

録
事
座
に
着
く
の
後
、
一
巡
す
。
穏
の
座
を
了
り
、
糸
竹
の
人
を
階
前
に
引
く
。

此
の
問
史
生
の
禄
を
行
ふ
。
次
に
上
官
の
禄
を
行
ふ
。
上
官
下
に
立
つ
こ
と
例
の

如
し
。
次
に
大
納
言
以
下
の
禄
次
第
に
之
を
行
ふ
（
先
例
下
よ
り
之
を
行
ふ
。
故

実
を
知
ら
ざ
る
に
似
た
り
。
国
政
殿
の
御
記
に
詳
し
く
在
り
）
。
両
三
巡
之
を
行

ひ
し
後
、
牽
出
物
（
馬
一
疋
）
有
り
。
先
例
大
納
言
尊
者
為
る
時
牽
出
物
無
し
。

大
饗
の
儀
全
て
先
例
を
存
ず
べ
き
か
。
引
出
物
有
り
と
誤
る
が
如
し
。
大
納
言
南

階
よ
り
下
る
。
綱
の
末
を
取
り
て
拝
す
べ
き
か
。
先
例
大
臣
と
大
臣
と
の
時
、
尚

此
の
礼
有
り
、
大
臣
と
大
納
言
と
に
於
て
か
、
唯
兄
為
る
の
み
に
依
る
か
。
戊
の

終
り
に
事
了
ん
ぬ
。

今
日
大
納
言
道
頼
卿
盃
を
執
ら
ず
。
須
ら
く
盃
を
執
り
主
人
に
勧
む
べ
き
か
。
又
、

雅
楽
三
献
の
後
音
声
を
発
す
べ
し
。
頗
る
遅
引
す
る
に
似
た
る
は
、
如
何
。

二
　
月

［
直
物
の
事
］

二
日
、
戊
寅
。
今
日
直
物
と
云
々
。
申
文
二
通
を
給
ひ
、
椅
頭
弁
の
許
に
送
る
。

三
日
、
己
卯
。
暁
頭
河
原
に
出
づ
。
積
に
依
り
て
幣
を
大
原
野
の
祭
に
奉
ら
ざ

・
山
7

る
の
由
を
解
除
す
。
楔
了
り
て
¢
宮
に
帰
る
。
今
夜
夜
を
通
し
て
降
雨
。
今
日

飢
W

仕
女
院
の
人
と
仕
官
の
人
と
闘
乱
の
事
有
り
と
云
々
。
前
下
総
守
顕
盛
朝
臣
日
来

宮
の
内
に
籠
居
す
。
御
封
を
催
す
の
間
其
の
事
に
依
る
と
云
々
。
判
官
有
親
朝
臣

に
代
り
て
奉
公
せ
ら
る
と
云
々
。
其
の
事
を
定
め
ん
が
為
に
夜
に
乗
じ
て
有
親
朝

臣
来
た
る
。
余
知
る
べ
き
事
に
あ
ら
ざ
る
に
依
り
敢
へ
て
答
へ
ず
。

［
春
日
の
祭
の
近
衛
府
の
使
に
代
へ
て
兵
衛
佐
を
用
い
る
の
事
］

七
日
、
突
未
。
早
朝
大
炊
家
に
度
り
休
浴
す
。
春
日
の
幣
を
奉
ず
。
晩
頭
帰
る
。

爪
W

或
云
ふ
、
右
近
少
将
朝
経
祭
の
使
と
為
る
。
而
る
を
父
仕
大
納
言
の
病
に
依
り
て

代
官
を
申
す
。
兵
衛
佐
時
方
を
以
て
其
の
代
り
と
為
す
と
。

［
右
府
の
二
郎
元
服
の
次
に
上
官
の
禄
を
給
は
る
の
事
。
大
饗
せ
ざ
る
に
依
る
な

り
］

十
七
日
、
突
巳
。
的
右
府
の
二
郎
首
服
を
加
ふ
る
の
日
な
り
。
析
て
午
時
許
り
に

参
入
す
。
即
ち
謁
談
有
り
。
其
の
次
で
に
云
ふ
、
今
年
大
饗
を
行
は
ず
。
析
て
上

4



官
及
び
史
生
等
此
の
次
に
禄
を
賜
は
る
べ
し
。
之
を
如
何
と
為
す
と
い
へ
り
。
余

答
へ
て
云
ふ
、
左
右
の
御
情
在
り
。
但
し
上
官
等
の
禄
具
備
す
る
か
。
命
じ
て
云

ふ
、
裁
縫
の
物
無
し
。
仇
て
疋
絹
を
以
て
賜
ふ
べ
L
と
い
へ
り
。
是
最
初
の
大
饗

の
時
の
議
な
り
。
大
饗
無
き
の
年
其
の
禄
を
以
て
上
官
に
給
ふ
べ
L
と
い
へ
り
。

例
の
禄
を
賜
ふ
べ
き
か
。
然
れ
ど
も
、
重
ね
て
申
す
こ
と
能
は
ず
。
又
命
じ
て
云

ふ
、
大
臣
に
任
ず
る
の
後
、
官
人
等
小
録
を
賜
は
ら
ず
。
仇
て
此
の
次
に
随
身
所

に
於
て
小
饗
を
賜
は
り
、
小
禄
を
給
は
る
べ
L
と
い
へ
り
。
清
談
良
や
久
し
き
の

後
簾
の
内
に
入
る
。
今
日
の
儀
南
の
麻
を
以
て
上
卿
の
座
合
北
面
一
行
）
と
為
す
。

西
の
廟
を
以
て
殿
上
人
の
座
と
為
す
。
西
の
廊
の
南
隔
を
以
て
上
官
の
座
と
為
す
。

北
隔
を
以
て
諸
大
夫
の
座
と
為
す
。
上
達
部
の
座
に
地
鋪
・
菌
・
円
座
等
を
敷
く

（
例
に
あ
ら
ず
）
。
大
納
言
道
長
・
道
頼
・
中
納
言
公
季
・
時
中
・
伊
捗
・
懐
忠
・

爪
W

参
議
道
綱
・
安
親
・
惟
仲
・
公
任
・
誠
信
等
な
り
。
仕
散
三
位
輔
正
・
国
有
国
・

鵬
隆
家
、
主
人
出
で
て
座
に
着
く
。
盃
酒
を
勧
め
、
巳
に
数
度
に
及
ぶ
。
酉
の
剋

に
元
服
を
加
ふ
。
其
の
儀
、
先
づ
冠
者
に
新
円
座
を
鋪
く
（
上
達
部
・
上
官
南
面

す
）
。
次
に
座
に
着
く
（
直
衣
等
を
着
る
。
栄
爵
に
預
か
る
に
依
り
て
、
竜
の
装

束
を
僻
へ
ざ
る
か
）
。
次
に
理
髪
の
具
（
冠
は
楊
筈
に
納
め
、
櫛
巾
等
は
打
乱
れ

筈
に
納
む
。
渦
水
等
）
を
置
く
。
朗
太
皇
大
后
営
大
夫
理
兼
理
髪
す
。
此
の
問
殿

上
の
五
六
位
二
人
八
的
蔵
人
弁
為
任
、
㈹
右
少
将
朝
経
）
脂
燭
を
指
し
て
左
右
に

在
り
。
其
の
辺
の
両
頭
及
び
一
両
の
侍
臣
相
進
み
て
之
を
見
る
。
頗
る
便
無
き
な

り
。
主
人
招
く
べ
き
な
り
。
理
髪
了
り
て
巾
子
を
抜
き
髪
を
入
れ
て
退
出
す
。

次
に
個
大
納
言
道
長
卿
座
を
起
ち
、
冠
者
の
許
に
進
み
て
、
冠
を
取
り
巾
子
に
推

し
入
れ
、
了
り
て
本
の
座
に
復
す
。
理
兼
又
進
み
て
理
髪
す
。
了
り
て
冠
者
座
を

起
ち
東
の
方
に
入
る
。
次
に
理
髪
の
具
を
撤
す
。
次
に
加
冠
の
座
八
東
一
間
上
達

部
の
座
上
）
及
び
理
髪
の
座
（
参
議
の
座
に
対
し
、
南
面
す
）
を
鋪
く
。
次
に
両

座
の
前
に
物
を
居
く
。
次
に
加
冠
・
理
髪
共
に
座
に
着
く
。
主
人
盃
を
執
り
加
冠

に
勧
む
。
加
冠
の
手
よ
り
大
納
言
道
頼
之
を
受
く
。
理
髪
に
擬
し
、
理
髪
之
を
受

け
中
納
言
公
李
に
擬
す
。
次
第
流
巡
す
（
此
の
巡
行
疑
ひ
有
り
。
之
を
尋
ぬ
べ

し
）
。
一
巡
了
り
て
加
冠
・
理
髪
座
を
起
ち
、
本
の
座
に
復
す
（
三
献
了
り
て
起

つ
べ
き
か
と
い
へ
り
。
殊
に
難
ず
る
事
無
き
な
り
）
。
堂
上
階
下
共
に
糸
竹
有
り
。

5

［
伶
人
身
高
舞
ふ
の
間
、
道
長
卿
衣
を
脱
ぎ
給
ふ
の
事
］

此
の
間
的
右
衛
門
尉
身
高
之
を
舞
ふ
。
道
長
卿
衣
を
脱
ぎ
之
に
給
ふ
。
盃
酌
算
無

し
。
此
の
問
上
官
の
禄
を
行
ふ
。
次
に
庭
前
に
於
て
史
生
の
禄
を
行
ふ
。
宛
も
大

饗
の
儀
の
如
し
。
但
し
中
に
積
み
し
一
脚
を
取
る
（
大
饗
は
二
脚
を
用
い
る
。
）

家
司
見
参
を
読
む
。
須
ら
く
関
所
に
於
て
給
す
べ
L
と
い
へ
り
。
便
無
さ
事
な
り
。

次
に
右
近
将
監
以
下
西
の
廊
の
辺
に
於
て
禄
を
賜
は
る
。
歌
笛
の
声
一
二
歌
を
発

す
。
次
に
官
人
等
求
子
を
舞
ふ
。
主
人
国
将
監
重
行
を
召
し
柏
一
聾
を
賜
ふ
。
宮

人
等
例
の
禄
を
腰
に
挿
む
（
将
監
二
疋
）
。
其
の
後
加
冠
以
下
の
他
の
卿
相
及
び

殿
上
人
管
弦
の
者
等
に
物
を
披
く
（
両
頭
参
議
の
禄
に
同
じ
。
主
人
耳
談
し
て
云

ふ
、
蔵
人
頭
に
参
議
の
禄
を
行
ふ
は
如
何
と
）
。
其
の
後
牽
出
物
馬
一
疋
、
要
駕



の
人
散
へ
て
騎
せ
ず
（
関
白
の
志
せ
ら
る
る
所
と
云
々
。
絹
五
十
疋
相
加
へ
奉
ら

る
と
云
々
）
。
道
長
卿
綱
の
末
を
取
り
一
拝
し
て
出
づ
。
理
髪
の
鷹
一
聯
、
今
夜

の
事
定
ま
る
事
無
し
。
大
饗
の
如
く
賭
弓
の
如
し
。
事
頗
る
雑
乱
し
、
規
模
と
為

し
難
き
な
り
。

廿
六
日
、
壬
寅
。
相
近
朝
臣
来
た
り
て
云
ふ
、
関
白
咋
よ
り
悩
み
給
ふ
有
り
。
今

日
上
表
有
り
と
い
へ
り
。
書
状
を
以
て
㈹
左
馬
頭
相
声
朝
臣
を
弔
ふ
。
母
氏
の
こ

と
に
依
る
な
れ
。

［
女
院
石
山
詣
の
事
］

列

岬

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

爪

W

廿
八
日
、
甲
辰
。
は
女
院
石
山
に
参
ら
る
。
畑
中
冒
大
夫
道
長
・
Ⅱ
権
大
納
言
道
頼
・

、
場
ワ¢
宰
相
中
将
道
綱
・
銅
左
大
弁
惟
仲
御
共
に
候
す
と
云
々
。
帽
内
大
臣
乗
車
し
て

御
共
に
候
す
。
粟
田
口
に
於
て
車
よ
り
下
る
。
御
車
の
韓
に
属
き
帰
洛
の
由
を
申

す
。
此
の
間
中
宮
大
夫
騎
馬
に
て
進
み
御
牛
の
角
の
下
に
立
つ
。
人
々
属
目
す
。

其
の
故
有
る
に
似
た
り
。
侍
頭
弁
の
談
説
す
る
所
な
り
。

［
内
大
臣
内
覧
を
承
ら
る
間
の
事
］

n
訓

又
“
頭
中
将
斉
信
勅
を
奉
じ
て
陣
に
出
づ
。
博
内
大
臣
に
仰
せ
て
云
ふ
、
u
関
白
病

を
煩
ふ
の
間
、
雑
文
書
・
宣
旨
等
先
づ
関
白
に
触
れ
、
次
に
内
大
臣
に
触
れ
奏
間

を
経
べ
L
と
い
へ
り
。
内
大
臣
云
ふ
、
伝
　
勅
の
旨
頗
る
以
て
相
違
す
。
関
白
病

を
煩
ふ
の
問
、
専
ら
内
大
臣
に
委
ぬ
る
の
由
巳
に
承
る
所
有
り
。
而
る
を
先
づ
関

白
に
触
れ
、
相
続
き
文
書
を
見
せ
し
む
べ
き
の
仰
せ
有
る
は
如
何
と
い
へ
り
。
仇

て
此
の
旨
を
以
て
奏
間
を
経
。
仰
せ
て
云
ふ
、
須
ら
く
此
の
趣
を
以
て
関
白
に
仰

す
べ
し
。
帽
彼
の
申
す
旨
に
随
ひ
て
事
の
由
を
伸
す
と
い
へ
り
。
頭
中
将
関
白
の

家
に
馳
せ
向
ふ
と
云
々
。
此
の
事
大
い
に
奇
異
の
極
み
な
り
。
必
ず
事
の
敗
れ
有

る
か
。
往
古
未
だ
此
の
如
き
事
を
聞
か
ず
。
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三

　

月

［
内
大
臣
官
奏
に
候
す
る
の
事
］

八
日
、
甲
寅
。
頭
弁
示
送
し
て
云
ふ
、
今
日
内
大
臣
雨
を
冒
し
て
官
奏
に
候
す
と

い
へ
り
。

［
昨
日
関
白
病
の
間
官
・
外
記
の
文
書
を
内
府
に
見
せ
し
む
べ
き
の
ヒ
旦
旦
下
の
事
］

十
日
、
丙
辰
。
椅
頭
弁
云
ふ
、
昨
日
権
大
納
言
道
頼
卿
関
白
病
の
間
、
官
・
外
記

・
－
1
H
7

の
文
書
を
内
大
臣
に
見
せ
し
む
べ
き
の
由
、
¢
大
外
記
致
時
朝
臣
・
剛
史
奉
親
宿

祢
等
に
仰
せ
下
す
と
。
㈹
左
少
弁
信
順
致
時
等
に
語
り
て
云
ふ
、
関
白
病
の
間
の

．
間
の
字
を
除
く
べ
き
な
り
。
関
白
の
病
に
替
り
て
内
大
臣
を
以
て
官
・
外
記
の
文

を
見
せ
し
む
べ
き
の
由
を
書
き
下
す
べ
L
と
い
へ
り
。
致
時
朝
臣
等
云
ふ
、
件
の

事
頭
弁
奉
る
所
に
て
、
彼
の
弁
を
以
て
仰
せ
て
宜
し
く
書
か
す
べ
き
所
な
．
り
。
須
ら

く
彼
の
弁
に
触
れ
改
め
直
す
べ
L
と
い
へ
り
。
謀
計
の
甚
だ
し
き
何
人
か
之
に
勝
ら

ん
や
。
主
上
の
御
気
色
、
関
白
病
の
間
見
る
べ
き
の
人
無
し
。
之
を
如
何
と
為
す



と
、
仰
せ
下
さ
る
所
な
り
。
彼
の
人
等
偏
へ
に
関
白
の
詔
を
蒙
る
べ
き
の
由
を
奏

す
と
云
々
。
然
る
に
天
気
許
さ
ず
。
近
代
の
事
知
ら
ざ
る
所
な
り
。
国
左
衛
門
督

顕
光
・
国
右
衛
門
督
伊
捗
・
国
参
議
誠
信
、
昨
日
内
府
の
直
虚
に
向
ひ
、
慶
賀
の

由
と
云
々
。
倭
人
と
謂
ふ
べ
し
。
或
云
ふ
、
昨
日
内
府
直
虜
に
在
り
。
雲
上
の
侍

一
引
W

臣
多
く
詣
で
到
る
。
帖
丞
相
客
事
に
出
で
什
頭
中
将
を
招
き
雑
事
を
陳
ぶ
と
云
々
。

申
す
。
命
じ
ら
れ
て
云
ふ
、
今
夕
御
物
忌
に
龍
も
る
。
内
府
を
以
て
関
白
と
為
す

べ
き
の
由
加
奏
す
べ
き
な
り
。
若
し
天
許
一
度
有
ら
ば
同
じ
く
仰
せ
下
す
べ
L
と

い
へ
り
。
此
の
事
只
今
恩
ひ
煩
ふ
と
い
へ
り
。

四
　
月

［
内
府
随
身
を
給
は
る
べ
き
の
事
］

四
日
、
庚
辰
。
㈹
相
近
朝
臣
来
た
る
。
物
忌
と
錐
も
召
し
入
れ
て
世
間
の
事
を
聞

く
。
語
り
て
云
ふ
、
内
府
随
身
を
賜
は
る
べ
L
と
云
々
。
予
此
の
事
を
案
ず
る
に

定
め
て
前
例
無
か
ら
ん
か
。
希
有
の
事
と
謂
ふ
べ
し
。
頭
弁
の
許
に
間
ひ
に
通
す

に
、
実
正
を
聞
く
べ
き
な
り
。
夜
に
入
り
て
頭
弁
来
た
り
て
云
ふ
、
今
朝
内
大
臣

内
に
候
す
。
随
身
を
腸
は
る
べ
き
の
由
を
奏
す
と
云
々
。
即
ち
御
前
に
召
し
、
仰

せ
ら
れ
て
云
ふ
、
関
白
の
随
身
、
府
生
を
除
く
の
外
左
右
の
番
長
各
一
人
・
近
衛

の
四
人
給
は
る
べ
き
の
由
宣
旨
を
下
す
べ
L
と
い
へ
り
。
奉
　
勅
命
御
前
よ
り
出

づ
。
内
大
臣
云
ふ
、
随
身
の
宣
旨
若
し
仰
せ
事
有
る
か
。
答
へ
て
云
ふ
、
御
随
身

の
事
を
仰
せ
ら
れ
ず
。
只
関
白
の
随
身
の
事
を
仰
せ
ら
る
る
の
み
な
り
。
内
府
気

色
を
変
じ
御
前
に
参
入
し
、
此
の
事
を
奏
す
。
又
乃
ち
御
前
に
召
す
。
仰
せ
ら
れ

て
云
ふ
、
関
白
の
随
身
既
に
仰
せ
誤
る
所
な
り
。
若
し
先
例
有
ら
ば
、
内
府
に
随

身
を
給
す
べ
き
の
由
仰
せ
下
す
べ
き
な
り
と
い
へ
り
。
関
白
殿
に
参
り
此
の
由
を

［
内
大
臣
随
身
を
給
は
る
宣
旨
の
事
］

五
日
、
辛
巳
。
大
外
記
致
時
朝
臣
仮
文
の
使
に
付
す
八
五
十
日
の
仮
を
請
ふ
）
。

内
大
臣
の
随
身
の
宣
旨
を
書
き
送
る
。

権
中
納
言
源
朝
臣
伊
捗
宣
る
。
奉
　
勅
、
左
右
の
近
衛
の
番
長
各
一
人
・
近
衛

各
三
人
、
宜
し
く
内
大
臣
の
随
身
と
為
す
べ
L
と
い
へ
り
。

長
徳
元
年
四
月
五
日
　
　
大
外
記
中
原
朝
臣
致
時
奉
ず
。

頭
弁
示
送
し
て
云
ふ
、
内
大
臣
の
随
身
を
昨
日
関
白
奏
せ
ら
る
。
今
日
宣
旨
を
下

さ
る
。
子
細
紙
に
注
せ
ざ
る
な
り
と
。

7

［
内
府
関
白
を
申
す
に
、
天
許
無
き
の
事
］

J
H
H
7

黄
昏
小
宮
に
帰
る
。
頭
弁
云
ふ
、
昨
日
関
白
の
奏
せ
ら
れ
し
旨
今
朝
奏
間
を
経
と
。

内
府
の
関
白
の
事
な
り
。
天
許
無
し
。
気
色
不
快
な
り
。
即
ち
関
白
殿
に
参
り
、

此
の
由
を
申
す
。
但
し
随
身
の
宣
旨
は
仰
せ
下
し
了
ん
ぬ
。
又
“
女
院
に
参
り
此

の
由
を
啓
す
。
執
権
に
非
ざ
る
の
人
随
身
を
賜
は
る
の
例
、
左
大
臣
融
の
例
と
云
々
。

内
府
の
奏
せ
し
め
し
詞
と
云
々
。
夜
中
公
卿
補
任
を
引
見
す
る
に
、
其
の
由
を
見

ず
。
大
外
記
致
時
朝
臣
示
送
し
て
云
ふ
、
左
大
臣
の
先
例
と
い
へ
り
。
又
其
の
例



を
見
ず
、
他
を
尋
ぬ
べ
L
と
い
へ
り
。

今
日
内
大
臣
女
院
に
参
る
。
随
身
の
慶
び
を
啓
せ
し
む
と
云
々
。
此
の
事
定
め
て

嘲
塀
有
ら
ん
か
。
漸
く
解
顧
に
及
ぶ
と
い
へ
り
（
五
箇
日
の
仮
を
請
ふ
）
。

位
五
位
多
く
卒
す
。
関
白
の
葬
送
と
云
々
。
人
々
云
ふ
、
賀
茂
の
祭
以
前
の
吉
田

の
祭
の
日
此
の
事
有
る
は
、
如
何
。

［
関
白
出
家
の
事
］

六
日
、
壬
午
。
早
朝
覚
縁
師
・
銅
義
行
朝
臣
告
送
し
て
云
ふ
、
関
白
尭
ず
と
い
へ

り
。
仇
て
健
か
に
案
内
を
取
る
。
事
既
に
空
虚
な
り
。
但
し
今
暁
出
家
す
。
其
の

飢
り

後
任
中
宮
大
夫
書
状
を
送
り
、
寅
剋
許
り
に
出
家
入
道
す
と
い
へ
り
。
又
は
修
理

権
大
夫
の
許
よ
り
、
同
じ
く
此
の
告
げ
有
り
。
仇
て
恐
れ
驚
き
乍
ら
彼
の
殿
に
参

る
。
仮
文
を
出
す
に
依
り
、
立
ち
乍
ら
人
々
に
相
過
し
退
帰
す
。
糾
明
順
朝
臣
云

飢

W

　

　

　

　

、

H

H

7

ふ
、
暁
更
出
家
し
了
ん
ぬ
。
悩
ま
る
る
所
昨
夕
弥
重
し
。
今
夕
Ⅱ
中
宮
・
¢
東
宮

息
所
出
で
給
ふ
と
云
々
。

［
関
白
入
滅
の
事
］

十
一
日
、
丁
亥
。
民
部
丞
国
幹
告
送
し
て
云
ふ
、
入
道
関
白
殿
去
る
夜
亥
時
許
り

に
入
滅
す
と
云
々
。
幽
遠
資
朝
臣
又
告
送
し
て
云
ふ
、
成
時
許
り
に
入
滅
す
と
い

へ
り
（
時
に
年
四
十
三
）
。

五
　
月

［
関
白
服
の
間
の
事
］

七
日
、
王
子
。
権
大
納
言
道
頼
扶
範
朝
臣
を
し
て
示
送
せ
し
め
て
云
ふ
、
は
故
関

白
の
御
服
の
装
束
、
汝
の
国
故
殿
の
例
を
以
て
其
の
規
模
と
為
す
べ
L
と
い
へ
り
。

彼
の
間
の
事
等
を
申
し
達
す
。
又
云
ふ
、
横
榔
毛
の
卓
を
用
い
る
べ
き
か
否
か
と
。

伯
修
理
権
大
夫
安
親
云
ふ
、
横
榔
染
の
鈍
色
を
以
て
若
し
古
幣
の
横
榔
毛
の
車
を

用
い
る
か
と
い
へ
り
。
余
答
へ
て
云
ふ
、
染
槙
甚
だ
し
き
は
便
宜
無
し
。
古
幣
を

用
い
る
と
難
も
又
以
て
相
同
じ
。
横
榔
毛
の
法
条
之
所
見
無
し
と
。
延
張
り
を
用

い
ら
る
こ
と
如
何
。
重
服
は
蓮
張
り
の
上
に
墨
を
塗
る
。
塗
ら
ず
と
難
も
亦
蓮
張

り
を
用
い
ら
る
が
宜
し
き
か
。
又
答
報
し
て
云
ふ
、
最
上
の
件
を
示
送
せ
し
所
な

り
と
い
へ
り
。
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仇
じ

十
一
日
、
丙
辰
。
0
大
納
言
道
長
卿
関
白
の
詔
を
蒙
る
の
由
と
云
々
。
仇
て
案
内

を
取
る
。
は
頭
弁
示
送
し
て
云
ふ
、
関
白
の
詔
に
非
ず
。
宮
中
の
雑
事
的
堀
川
大

臣
の
例
に
准
じ
て
行
ふ
べ
き
な
り
と
い
へ
り
。

［
左
大
将
尭
ず
る
の
事
］

〓
U

十
四
日
、
庚
子
。
去
る
夜
仕
左
大
将
尭
ず
八
年
五
十
五
）
。
今
日
を
去
る
の
間
四

［
左
右
の
大
臣
の
尭
奏
・
贈
位
等
、
葬
送
に
依
り
以
後
固
閲
無
き
の
事
］



廿
六
日
、
辛
未
。
今
日
け
左
は
右
の
大
臣
の
尭
奏
・
贈
位
等
の
事
有
り
と
云
々
。

葬
送
に
依
り
以
後
国
関
等
の
事
無
き
か
。

六
　
月

凸
W

十
一
日
、
丙
成
。
今
日
0
権
大
納
言
道
頼
尭
ず
（
春
秋
廿
五
）
。
頭
弁
云
ふ
、
神

今
金
は
来
た
る
十
六
日
な
り
。
上
達
部
悉
く
故
障
有
り
。
延
引
す
る
所
な
り
と
。

［
大
臣
に
任
ず
る
の
事
］

十
九
日
、
甲
午
。
今
日
大
臣
召
。
午
剋
許
り
に
参
内
す
。
是
よ
り
先
国
権
大
納
言

顕
光
卿
陣
に
在
り
。
宣
命
の
事
（
大
納
言
道
長
を
以
て
右
大
臣
と
為
す
。
国
中
納

言
公
李
を
以
て
権
大
納
言
と
為
す
。
但
し
権
大
納
言
顕
光
・
糾
権
中
納
言
時
中
・

朗
懐
忠
等
正
に
転
ず
）
を
承
り
、
草
を
奏
す
。
又
清
書
を
奏
す
。
南
殿
の
御
装
束

恒
の
如
し
。
諸
卿
外
弁
を
出
す
（
権
大
納
言
公
季
・
中
納
言
時
中
・
懐
忠
・
参
議

余
・
惟
仲
・
公
任
、
今
日
軽
服
の
人
皆
吉
を
着
る
。
近
代
の
例
に
依
る
。
顕
光
・

惟
仲
無
文
の
帯
を
着
く
。
自
余
文
を
隠
す
）
。
所
司
門
を
開
く
（
承
明
・
建
礼
、

腋
門
を
開
か
ざ
る
こ
と
、
例
な
り
）
。
大
納
言
公
季
云
ふ
、
建
礼
門
開
か
ず
と
い

へ
り
。
太
だ
意
を
得
ず
。
闇
の
司
居
り
。
次
に
召
す
こ
と
節
会
の
如
し
。
諸
卿
参

入
し
、
各
標
に
就
く
。
諸
大
夫
見
ず
。
内
弁
左
大
弁
惟
仲
を
召
す
。
唯
を
称
す
。

作
法
を
知
ら
ず
。
立
ち
乍
ら
案
内
を
間
ふ
。
余
指
示
す
る
な
り
。
列
を
離
れ
参
上

す
。
宣
命
を
給
ふ
。
右
に
廻
り
還
り
降
る
（
左
に
廻
る
べ
き
か
）
。
軒
廊
の
西
二

間
に
立
ち
、
内
弁
列
に
加
は
る
。
宣
命
の
使
版
に
就
き
一
段
を
宣
制
す
。
糾
余
・

囲
藤
相
公
再
拝
す
。
自
余
或
は
新
任
或
は
転
任
な
り
。
仇
て
拝
せ
ず
。
又
宣
制
す
。

再
拝
初
め
の
如
し
。
宣
命
の
使
本
の
列
に
復
し
了
ん
ぬ
。
余
退
出
す
。
次
に
囲
惟

仲
・
公
任
出
づ
。
自
余
留
ま
り
立
ち
、
拝
舞
し
て
出
で
陣
に
帰
参
す
。
囲
懐
忠
陣

に
着
く
。
諸
卿
云
ふ
、
正
に
転
ず
る
の
人
又
吉
日
を
揮
ぶ
と
．
。
宜
陽
殿
・
陣
等
に

着
く
。
巳
に
思
ひ
忘
る
る
に
似
た
り
。
自
余
着
か
ず
。
新
任
の
大
臣
階
下
に
度
り

飢
叫

慶
び
を
奏
す
。
又
仕
東
宮
に
参
る
。
其
の
後
陣
の
腋
に
帰
る
（
或
云
ふ
、
東
宮
の

使
退
出
せ
ら
る
べ
き
か
）
。
諸
卿
相
率
ゐ
敷
政
門
を
出
で
、
左
衛
門
の
陣
の
外
に

出
づ
。
上
官
前
行
し
、
下
瀬
の
参
議
を
以
て
前
と
為
す
。
近
衛
門
の
儀
例
の
如
し
。

［
新
任
の
大
臣
庇
の
饗
の
事
］

仇
〃q
右
大
臣
の
里
第
に
向
ひ
、
廟
饗
例
の
如
し
。
公
卿
以
下
の
禄
例
の
如
し
。
弁
・

少
納
言
・
外
記
・
国
史
の
禄
の
事
、
史
生
の
禄
無
き
事
、
是
例
な
り
。
庭
前
に
於

て
史
生
の
禄
を
給
は
る
又
例
な
り
。
乗
燭
事
了
ん
ぬ
。
今
日
中
納
言
・
参
議
を
任

ぜ
ら
れ
ず
。
或
云
ふ
、
叡
慮
不
快
、
仇
て
任
ぜ
ら
れ
ざ
る
所
な
り
。

［
両
大
将
の
宣
旨
の
事
］

廿
一
日
、
丙
申
。
昨
日
旭
∵
四
両
大
将
の
宣
旨
国
中
納
言
時
中
に
仰
せ
ら
る
。
而
る

を
音
無
く
し
て
退
出
す
。
今
日
答
め
仰
せ
ら
る
る
事
有
り
。
析
て
今
日
除
目
を
行

ひ
、
兵
部
に
下
し
給
ふ
と
云
々
（
件
の
事
先
例
を
尋
ね
裁
く
べ
し
）
。
大
将
を
任

9



ぜ
ら
る
る
の
事
、
先
づ
預
め
日
を
兼
ね
て
其
の
人
に
仰
せ
ら
れ
、
然
る
後
に
任
ぜ

ら
る
と
い
へ
り
。
其
の
儲
け
有
る
に
依
り
、
当
日
任
ぜ
ら
る
る
は
、
未
だ
知
ら
ざ

る
の
事
な
り
。

［
右
大
臣
大
将
の
慶
び
を
奏
せ
ら
れ
、
大
将
を
兼
任
に
付
す
の
後
更
に
又
慶
び
を

奏
せ
ざ
る
の
事
］

又
右
大
臣
昨
日
弓
場
殿
に
参
る
。
慶
賀
を
奏
せ
し
む
と
云
々
。
新
任
の
大
将
慶
賀

を
奏
す
。
未
だ
旧
人
の
賀
を
奏
す
る
有
ら
ざ
る
か
。
㈹
故
殿
の
天
慶
七
年
四
月
十

六
日
の
御
記
に
云
ふ
、
今
日
大
将
を
兼
任
の
宣
旨
下
る
。
慶
賀
を
奏
す
る
か
否
か

の
由
、
糾
殿
の
仰
せ
に
依
り
て
外
記
並
び
に
殿
上
日
記
を
勘
へ
し
む
る
に
、
所
見

無
し
と
云
々
。
同
十
七
日
御
記
に
云
ふ
、
大
将
を
兼
任
の
時
、
慶
び
を
奏
す
る
の

由
、
外
記
・
殿
上
日
記
に
所
見
無
書
の
状
執
り
申
し
了
ん
ぬ
。
所
見
無
き
に
依
り

奏
せ
し
め
ず
と
い
へ
り
。

［
隆
家
の
僕
従
七
条
大
路
に
於
て
合
戦
の
事
］

廿
七
日
、
辛
未
。
人
々
云
ふ
、
七
条
大
道
に
合
戦
有
り
。
是
即
ち
的
中
納
言
隆
家

d

川

7

の
僕
従
の
所
為
と
云
々
。
未
剋
許
り
に
¢
忠
宗
申
し
送
り
て
云
ふ
、
忽
ち
㈹
右
府

の
仰
せ
有
り
。
七
条
の
闘
乱
の
所
に
馳
せ
向
ふ
。
先
づ
参
り
申
さ
し
む
る
こ
と
能

は
ず
と
い
へ
り
。
昏
黒
国
左
府
生
茜
忠
宗
・
銅
右
志
美
麻
那
近
政
・
銅
府
生
美
努

伊
達
来
た
る
。
近
政
・
忠
宗
右
府
の
命
に
依
り
日
記
す
。
伊
達
は
国
中
納
言
の
命

に
依
り
又
日
記
す
。
右
府
の
僕
、
囲
玉
手
則
武
是
即
ち
中
納
言
の
従
者
、
数
多
の

弓
箭
の
者
を
引
率
し
、
召
し
捕
へ
し
む
る
の
間
、
則
武
其
の
責
に
能
は
ず
矢
を
放

ち
二
人
を
射
る
。
官
人
等
を
し
て
事
の
発
す
る
所
に
向
は
し
む
る
の
間
、
雑
人
悉

く
分
散
す
。
矢
に
中
る
者
二
人
・
揃
へ
得
た
る
則
武
の
日
記
二
通
持
ち
来
た
る
。

暗
き
に
入
る
に
依
り
細
見
せ
ず
。
各
返
し
給
ふ
。
則
武
暫
く
看
督
長
に
預
く
る
に

至
る
と
い
へ
り
。
濫
吹
事
多
く
、
皇
憲
無
き
に
似
た
り
。
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七
　
月

別
岬

廿
四
日
、
戊
辰
。
q
右
大
臣
・
帽
内
大
臣
杖
の
座
に
於
て
口
論
す
。
宛
も
闘
乱
の

如
し
。
上
官
及
び
陣
の
官
の
人
々
・
随
身
等
壁
後
に
群
立
し
て
之
を
聴
く
。
皆
常

に
非
ざ
る
を
嵯
く
と
云
々
。
は
頭
弁
の
談
説
な
り
八
的
右
佐
信
順
朝
臣
来
た
る
。

昨
日
の
強
盗
の
事
等
を
相
示
す
。
昨
日
の
強
盗
の
一
人
は
藤
時
教
、
故
伊
勢
守
泰

高
朝
臣
の
子
に
て
、
季
平
三
位
の
外
族
な
り
。
太
だ
哀
憐
す
べ
し
）
。

八
　
月

三
日
、
丁
丑
。
或
云
ふ
、
昨
日
の
濫
行
の
事
へ
右
大
臣
の
随
身
殺
損
の
事
）
に
依

り
、
隆
家
参
内
す
べ
か
ら
ざ
る
の
由
召
し
仰
せ
ら
る
る
な
り
と
云
々
。
囲
倫
範
云

ふ
、
右
府
談
じ
て
云
ふ
、
隆
家
郷
若
し
下
手
人
を
奉
ら
ざ
れ
ば
、
参
内
す
べ
か
ら

ざ
る
の
由
論
旨
を
給
は
る
と
。



十
　
月

一
日
、
甲
成
。
雨
降
り
、
終
日
止
ま
ず
。
参
内
す
。
旭
右
大
臣
・
国
大
納
言
公
季
・

糾
中
納
言
時
中
・
糾
懐
忠
・
銅
参
議
惟
仲
・
国
公
任
・
国
誠
信
・
は
俊
賢
陣
に
在

n
胡

り
。
未
の
二
剋
南
殿
に
出
御
。
仕
頭
中
将
斉
信
伝
へ
、
右
大
臣
に
伸
す
。
榊
監
物

候
す
か
と
。
奏
せ
し
め
て
云
ふ
、
榊
大
監
物
輔
範
は
重
服
、
永
道
は
忌
日
、
仇
て

参
ら
ず
と
。
又
奏
せ
し
め
て
云
ふ
、
降
雨
止
ま
ず
。
少
納
言
五
府
の
奏
等
を
奏
す

は
如
何
と
。
仰
せ
て
云
ふ
、
番
奏
有
る
べ
し
。
少
納
言
の
奏
に
至
り
て
は
若
し
日

暗
る
れ
ば
止
む
べ
し
。
又
大
監
物
皆
故
障
有
り
。
御
鎗
奏
有
る
べ
か
ら
ず
と
い
へ

り
。
内
侍
檻
に
臨
む
（
此
の
間
壁
後
に
在
り
）
。
右
大
臣
座
を
起
ち
靴
を
着
く
。

是
よ
り
先
剛
左
大
弁
惟
仲
申
し
て
云
ふ
、
奏
の
史
書
杖
に
挟
み
、
宜
陽
殿
の
壇
上

に
居
り
目
し
て
膝
実
に
進
む
。
書
を
進
め
て
上
取
り
、
一
々
見
了
り
て
本
の
如
く

結
ぶ
。
下
結
び
恒
の
如
し
。
宣
仁
門
に
入
り
、
軒
廊
の
西
第
一
間
に
立
つ
　
（
南
に

向
き
、
東
の
柱
に
近
く
立
つ
。
余
示
す
所
な
り
）
。
史
惟
光
杖
に
挿
み
、
宜
陽
殿

の
壇
上
を
経
て
、
大
臣
の
左
の
腋
に
就
き
奏
を
奉
る
。
須
ら
く
奏
者
の
前
に
於
て

奉
る
な
る
べ
し
。
大
臣
奏
を
執
り
東
の
階
に
昇
り
箕
子
敷
に
立
ち
、
龍
顔
に
候
す

（
余
御
障
子
の
後
に
於
て
伺
ひ
見
る
）
。
ほ
帝
目
し
て
、
唯
を
称
す
（
其
の
声
甚

だ
高
き
は
、
如
何
）
。
東
の
庇
に
登
る
。
母
屋
の
北
の
少
間
の
辺
よ
り
入
り
、
御

帳
の
東
に
侍
り
、
勝
行
し
て
奏
を
奉
る
。
左
に
廻
り
退
く
。
御
屏
風
の
後
の
柱
の

下
に
立
つ
（
御
屏
風
の
程
に
候
す
る
に
到
る
比
磐
折
し
て
勝
行
す
べ
し
。
而
る
を

屈
行
無
き
の
間
進
退
甚
だ
荒
し
。
右
に
廻
る
べ
き
か
）
。
天
皇
覧
了
り
て
、
本
の

如
く
書
を
結
び
、
東
の
置
物
の
御
机
に
置
き
給
ふ
。
大
臣
膝
を
突
き
、
書
杖
を
置

き
進
み
侍
り
勝
行
す
。
書
を
給
は
り
退
出
す
（
膝
行
に
似
た
り
）
。
書
を
披
く

（
例
の
儀
の
如
し
）
。
多
祢
を
加
へ
申
し
了
ん
ぬ
。
右
に
廻
り
杖
の
下
に
到
り
膝

を
突
く
。
杖
を
執
り
退
下
し
、
軒
廊
に
立
つ
。
史
進
み
て
書
を
給
は
る
。
此
の
間

糾
中
納
言
時
中
・
朗
懐
忠
、
銅
参
議
惟
仲
陣
に
在
り
。
予
両
納
言
に
示
し
て
座
を

起
た
し
む
。
奏
者
陣
に
掘
る
の
間
、
他
卿
陣
に
着
か
ざ
る
の
故
、
前
例
を
知
ら
ざ

る
に
似
た
り
。
右
大
臣
一
人
陣
に
在
り
。
大
臣
陣
に
掘
る
。
了
り
て
史
書
を
進
む
。

此
の
間
糾
左
少
将
明
理
参
上
し
、
出
居
の
座
に
着
く
。
大
臣
一
々
書
を
史
に
給
ふ
。

了
り
て
退
出
す
。
大
臣
以
下
次
第
に
参
上
し
て
座
に
着
く
。
出
居
の
侍
従
的
左
中

弁
忠
輔
日
花
門
よ
り
入
り
参
上
す
。
出
居
の
次
将
の
前
に
度
り
座
に
着
く
。
礼
を

失
す
。
諸
卿
醇
を
解
く
。
小
遠
く
采
女
御
台
盤
を
昇
く
。
西
の
母
屋
の
第
三
の
柱

に
到
る
比
、
出
居
の
将
内
里
を
召
す
。
二
声
、
良
や
久
し
き
の
後
内
竪
唯
を
称
さ

ず
、
一
人
軒
廊
に
進
む
。
次
将
云
ふ
、
御
飯
の
給
、
一
人
唯
を
称
し
て
退
帰
す

（
須
ら
く
召
し
を
奉
ず
べ
き
の
間
、
日
花
門
の
外
に
於
て
同
音
に
唯
を
称
し
、
参

り
進
み
仰
せ
を
奉
じ
て
退
出
す
と
い
へ
り
。
失
誤
な
り
）
。
次
に
王
卿
出
居
の
台

盤
に
立
つ
　
（
王
卿
の
前
四
尺
四
脚
、
八
尺
一
脚
、
出
居
の
前
四
尺
一
脚
を
立
つ
。

而
る
を
出
居
の
次
将
云
ふ
、
四
尺
二
脚
と
い
へ
り
。
大
臣
云
ふ
、
帰
宿
し
て
之
を

見
、
出
居
の
執
る
所
柱
に
当
た
る
と
）
。
須
ら
く
台
盤
の
上
に
箸
・
七
を
置
く
べ

し
。
而
る
を
台
盤
の
後
に
立
ち
箸
を
置
き
七
を
儲
け
ず
と
云
々
。
彼
固
実
を
知
ら

ざ
る
所
か
。
御
前
及
び
臣
下
の
僕
の
次
第
例
の
如
し
。
侍
従
の
厨
の
御
贅
若
し
雨

11



降
ら
ば
、
前
例
如
何
。
外
記
に
問
は
し
む
。
外
記
申
し
て
云
ふ
、
天
暦
十
年
御
贅

無
し
。
日
記
に
云
ふ
、
例
と
為
す
べ
か
ら
ず
と
い
へ
り
。
延
長
元
年
微
雨
、
然
れ

ど
も
御
贅
有
り
と
い
へ
り
。
諸
卿
云
ふ
、
御
贅
承
明
門
に
給
は
る
は
便
無
き
か
。

抑
も
出
居
の
将
を
以
て
奏
せ
し
む
と
。
仰
せ
て
云
ふ
、
御
費
を
停
む
べ
L
と
い
へ

り
。
即
ち
仰
せ
下
さ
る
（
帰
宿
し
て
、
㈹
故
殿
の
天
暦
十
年
の
御
日
記
を
見
る
に
、

厨
の
別
当
無
し
）
。
此
の
間
乗
燭
、
侍
従
参
ら
ず
と
云
々
。
散
位
大
夫
を
似
て
酒

番
と
為
す
。
一
献
の
者
平
を
唱
ふ
。
大
臣
献
者
を
指
し
脆
き
飲
む
。
又
立
ち
て
平

を
唱
ふ
。
大
臣
盃
を
執
り
飲
む
。
次
々
に
平
を
唱
ふ
る
例
の
如
し
（
二
献
大
臣
献

ぜ
し
め
ず
飲
む
は
、
失
な
り
。
大
臣
座
を
起
つ
の
間
三
献
公
李
を
以
て
貫
首
と
為

す
。
又
献
者
に
飲
ま
し
め
ざ
る
は
失
な
り
）
。
一
献
了
り
て
采
女
氷
魚
を
給
ふ

（
一
人
は
氷
魚
を
持
ち
、
一
人
は
指
塩
を
執
る
）
。
座
頭
の
右
大
臣
座
を
下
り
、

第
を
挿
み
待
ち
取
り
台
盤
の
上
に
居
り
、
座
に
復
し
出
居
に
示
し
内
里
を
召
さ
し

む
。
内
竪
来
た
り
て
氷
魚
を
引
く
。
各
掻
き
取
り
、
番
奏
す
。
左
衛
門
府
無
く
五

府
に
奏
せ
し
む
。
承
明
門
に
候
し
て
之
を
奏
す
。
自
余
の
儀
前
に
同
じ
。
仇
て
記

さ
ず
。
雨
下
る
に
依
り
、
殿
の
下
を
経
。
須
ら
く
階
下
を
経
べ
L
と
い
へ
り
。
甚

だ
し
き
雨
に
依
る
か
。
国
少
納
言
統
理
宜
陽
殿
の
東
の
第
二
間
に
於
て
公
卿
に
見

参
を
唱
ふ
。
若
し
第
三
間
か
（
座
を
起
つ
の
列
は
宜
陽
殿
の
一
列
、
北
を
以
て
上

と
為
す
）
。
尋
ね
見
る
べ
し
。
戊
の
剋
に
事
了
ん
ぬ
。

雨
の
儀
の
時
厨
の
費
の
有
無
之
を
尋
ぬ
べ
し
。
故
殿
の
天
暦
十
年
の
御
記
に
云
ふ
、

侍
従
の
厨
の
御
贅
を
献
ぜ
ず
。
別
当
の
少
納
言
未
だ
補
は
ざ
る
に
依
る
。
糾
別
当

文
時
朝
臣
未
だ
参
ら
ざ
る
な
り
と
云
々
。

十
一
・
二
両
月
事
無
し
。

（
長
徳
二
年
）

［
女
院
に
行
幸
す
る
の
事
］

（
正
月
）
五
日
、
丙
午
。
今
日
は
女
院
に
幸
す
。
午
二
鮎
輿
に
乗
り
、
建
春
・
陽

明
等
の
門
を
出
で
、
院
に
到
る
。
中
門
に
於
て
御
輿
を
下
ろ
す
。
拝
礼
の
後
、
院

御
膳
を
供
す
。
ほ
藤
大
納
言
陪
膳
を
為
す
。
公
卿
を
御
前
に
召
さ
ず
。
公
卿
以
下

諸
陣
皆
□
禄
を
給
。
成
信
朝
臣
昇
殿
を
聴
さ
る
。
還
御
の
時
、
御
輿
を
南
階
の
下

口
。
警
輝
恒
の
如
し
。
若
し
は
太
后
宮
の
命
有
る
か
。
未
だ
乗
燭
に
及
ば
ざ
る

に
宮
に
還
る
。
雇
従
は
椅
右
大
臣
・
大
納
言
二
人
八
は
顕
・
“
公
）
・
中
納
言
三
人

〓

〃

　

　

　

　

　

　

　

仇

〃

八
は
時
・
掩
懐
・
川
余
）
・
参
議
四
人
（
は
惟
・
拍
公
・
仕
。
誠
・
仕
俊
）
な
り
。
0
参
議

時
光
留
守
を
為
す
。
住
民
部
卿
文
範
院
に
参
る
。
㈱
参
議
安
親
院
に
候
す
。

別
岬
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［
別
当
未
だ
侍
従
の
厨
を
補
は
ざ
る
に
依
り
御
贅
を
献
ぜ
ざ
る
の
事
］

［
叙
位
の
議
の
事
］

六
日
、
丁
未
。
叙
位
の
議
あ
り
。
椅
右
大
臣
以
下
陣
に
在
り
。
申
剋
召
し
に
応
じ

て
参
上
す
。
議
の
所
に
着
か
ず
。
参
入
の
公
卿
は
右
大
臣
・
鵬
内
大
臣
・
大
納
言



爪

W

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

爪

り

二
人
（
顕
・
公
）
・
中
納
言
四
人
八
時
・
懐
・
余
・
Ⅱ
隆
）
・
参
議
八
人
（
仏
道
・

爪

W

　

　

飢

u

l

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

爪

W

　

　

飢

W

　

　

爪

山

1

。
安
・
。
時
・
㈱
惟
・
伯
公
・
。
誠
・
Ⅱ
扶
・
。
俊
）
な
り
。

院
宮
の
御
給
。
□
□
［
］
㈹
隆
家
之
を
奉
ず
。
叙
位
の
者
廿
人
、
㈱
右
大
臣
書

き
了
り
て
奏
覧
の
後
、
け
余
を
召
す
。
叙
位
の
簿
（
笛
に
入
る
）
を
下
し
給
ふ
。

須
ら
く
執
筆
の
人
第
に
取
り
副
へ
て
退
下
す
べ
し
。
委
附
せ
ら
る
る
か
。
余
之
を

給
は
り
、
侍
所
に
出
づ
。
更
に
叙
位
の
簿
を
第
に
取
り
副
へ
て
退
下
す
。
陣
に

於
て
外
記
を
召
す
。
所
司
に
仰
せ
て
内
記
の
座
を
敷
か
し
む
。
硯
を
召
す
。
位
記

□
一
々
検
察
す
。
了
り
て
右
大
臣
の
直
鹿
に
奉
ず
。
次
に
御
所
に
進
む
。

［
日
日
］
　
（
式
・
兵
等
也
。
加
階
也
）
。
奏
せ
し
め
了
り
て
陣
に
復
す
。
合
せ
て

一
首
に
入
れ
し
む
。
次
に
□
□
召
す
。
□
□
唯
を
称
し
、
中
庭
に
脆
く
。

仰
せ
て
云
ふ
、
印
□
□
称
し
、
□
口
軒
廊
に
於
て
少
納
言
主
鈴
を
引
き
、

爪
〃

［
日
日
∪
鈴
置
き
了
り
て
退
出
す
。
仕
将
監
忠
規
立
つ
。
余
中
務
を
召
す
。
御
中
務

少
輔
遠
高
唯
を
称
し
膝
実
に
口
。
余
位
記
へ
筈
に
入
る
）
を
給
は
り
、
之
を
受

け
案
に
就
き
、
少
納
言
を
し
て
印
を
捺
し
了
ら
し
む
。
重
患
害
を
執
り
之
を
進
む
。

一
々
の
文
を
分
け
て
二
筈
に
入
れ
し
む
。
内
記
二
人
に
持
た
し
め
、
御
所
に
進
み

〓
〃

て
奏
覧
す
。
返
し
給
ひ
、
内
記
を
以
て
次
第
せ
し
む
。
0
参
議
俊
賢
を
以
て
名
を

書
き
下
さ
し
む
。
式
・
兵
各
一
通
各
筈
に
挿
み
、
奏
し
了
り
て
退
出
す
。

兼
隆
（
故
右
大
臣
の
子
［
日
日
］
）
・
従
五
位
上
藤
原
成
周
（
花
山
院
の
御
給
）
。

其
の
次
に
昇
殿
・
侍
中
・
雑
色
（
蔵
人
少
内
記
源
至
光
・
大
炊
亮
橘
行
資
雑
色
・

（
マ
マ
）

文
章
生
源
　
　
雑
色
・
昇
殿
藤
原
広
業
、
雑
色
藤
原
周
望
・
藤
原
頼
経
）
を
定
め

、
H
H
7

ら
る
。
右
大
臣
参
上
す
。
叙
人
の
簿
を
陣
に
復
し
て
後
、
¢
大
内
記
斉
名
に
下
し

給
ひ
、
位
記
を
作
る
べ
き
由
仰
す
。
宮
の
御
給
二
通
（
一
通
は
当
年
の
御
給
な
り
。

加
封
し
て
書
名
一
字
藤
原
明
子
。
一
通
は
寛
和
二
年
御
即
位
の
御
給
な
り
。
未
だ

（
マ
マ
）

給
は
ず
、
惟
宗
義
子
、
同
下
着
。
但
し
加
封
せ
ず
）
。

［
受
領
の
功
過
を
定
む
る
事
］

n
岬

は
右
大
臣
・
仕
内
大
臣
・
窪
大
納
言
二
人
・
中
納
言
二
人
八
は
懐
・
刑
余
）
・
参
議

爪

W

　

　

　

〓

〃

五
人
（
㈱
安
・
㈱
扶
・
伯
公
・
q
誠
・
仕
俊
）
、
杖
の
座
に
於
て
受
領
の
功
過
を
定
む
。

深
更
に
退
出
す
。
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［
節
会
の
事
］

十
六
日
、
丁
巳
。
参
内
す
。
は
右
府
の
命
に
依
る
。
女
叙
位
の
位
記
請
印
の
事
を

擬
行
し
、
先
づ
入
眼
の
位
記
を
右
府
の
直
鷹
に
奉
ず
。
此
の
間
、
日
漸
く
暮
る
。

［
女
叙
位
並
び
に
男
女
叙
位
の
事
］

十
日
、
辛
亥
。
参
内
す
。
女
叙
位
八
十
四
人
）
、
男
叙
位
有
り
。
正
五
位
下
藤
原

［
女
叙
位
の
位
記
請
印
、
節
会
に
依
り
の
□
□
］

御
出
に
及
ば
ん
と
欲
す
。
析
て
事
の
由
を
右
府
に
申
さ
し
め
、
請
印
の
事
を
停
む
。

明
日
行
ふ
べ
き
な
り
。
申
の
刻
に
出
御
す
。
［
日
日
］
右
大
臣
内
弁
た
り
。
節
会



恒
の
如
し
。
但
し
岩
大
将
顕
光
［
〓
］
授
蓋
を
返
す
の
後
、
又
拝
礼
を
致
す
。

大
い
に
礼
を
失
す
る
な
り
。
諸
卿
目
を
側
む
。
［
日
日
］
事
を
柊
へ
了
ん
ぬ
。
見

参
の
上
達
部
㈱
右
大
臣
［
］
　
（
甜
・
棚
公
）
・
中
納
言
四
人
（
躍
●
㈱
懐
●

忠
・
m
余
）
・
参
議
五
人
へ
㈱
安
・
㈱
惟
・
㈱
公
・
㈹
誠
・
㈱
俊
・
□
国
）
・

帰
家
の
後
、
右
府
の
消
息
に
云
ふ
、
花
山
皇
｛
三
條
西
家
重
書
古
文
書
一
ノ
諸
記

録
抄
出
ノ
内
ニ
、
同
［
野
略
抄
］
長
徳
二
年
正
月
十
六
日
、
右
府
の
消
息
に
云
ふ
、

n
那

花
山
法
王
・
。
内
大
臣
・
那
中
納
言
隆
家
故
一
条
太
政
大
臣
家
、
相
過
し
、
闘
乱

の
事
有
り
。
御
童
子
二
人
を
殺
害
し
、
首
を
取
り
持
ち
去
る
と
云
々
ト
ア
リ
｝

た
り
と
い
へ
り
。
参
内
し
、
奏
聞
せ
し
む
べ
き
の
由
を
仰
せ
了
ん
ぬ
。
又
致
光
を

捜
検
す
る
に
、
致
光
無
し
。
隣
保
云
ふ
、
使
を
召
し
、
未
だ
来
た
ら
ざ
る
前
に
、

七
、
八
人
の
兵
逃
げ
去
り
巳
に
了
ん
ぬ
と
い
へ
り
。
件
の
所
々
の
佐
以
下
、
皆
悉

く
馳
せ
向
か
ふ
。
事
頗
る
驚
く
べ
し
。
多
く
は
是
京
内
静
か
な
ら
ざ
る
に
依
り
行

は
る
る
所
か
。
京
内
及
び
山
々
を
日
々
捜
検
す
べ
き
の
由
、
官
人
等
に
仰
せ
了
ん

ぬ
。

（
二
月
）

［
□
由
風
聞
の
事
］

（
五
日
、
丙
子
。
）
［
〓
］
尉
致
光
及
び
兄
弟
等
の
宅
、
隠
れ
居
た
る
精
兵
の
聴

こ
え
有
り
。
延
尉
を
遁
は
し
捜
検
せ
し
む
べ
し
。
五
位
以
上
の
宅
と
云
ふ
と
難
も
、

事
の
由
を
奏
せ
ず
、
直
ち
に
以
て
捜
検
す
べ
し
。
又
自
余
の
疑
は
し
き
所
々
、
捜

検
す
べ
L
と
い
へ
り
。
件
の
事
、
事
の
疑
ひ
有
る
に
似
た
り
。
餉
董
宣
朝
臣
は

（

湖

　

．

．

　

　

　

　

　

　

1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

瓜

〃

（
l
内
大
臣
の
家
司
な
り
。
致
光
又
彼
の
宅
口
に
在
る
な
り
。
山
内
府
多
く
兵
を
養

ふ
と
云
々
。
仰
せ
を
承
り
退
出
し
、
右
府
に
詣
づ
。
即
ち
口
に
帰
り
、
国
権
佐
孝

道
朝
臣
及
び
検
非
違
使
等
に
仰
す
。
夜
に
入
り
、
延
尉
等
帰
り
来
た
り
て
云
ふ
、

董
宣
宅
を
捜
検
す
る
に
、
董
宣
朝
臣
故
人
道
三
位
（
清
延
）
葬
送
の
所
に
向
か
ふ
。

但
し
彼
の
宅
を
捜
検
す
る
に
、
八
人
の
者
（
弓
・
箭
二
腰
）
有
り
。
則
ち
揃
へ
得

十
一
日
、
壬
午
。
糾
中
宮
の
行
啓
延
引
の
由
と
云
々
。
仇
て
国
外
記
相
門
を
召
し
、

案
内
を
宮
及
び
的
頭
中
将
に
取
り
、
今
日
行
啓
無
し
と
云
々
。
右
大
臣
、
大
納
言

公
李
、
中
納
言
時
中
、
参
議
安
親
・
俊
里
、
陣
に
在
り
。

［
内
大
臣
・
中
納
言
隆
家
の
罪
名
を
勘
ふ
べ
き
の
事
］

内
大
臣
・
中
納
言
隆
家
の
罪
名
を
勘
ふ
べ
き
の
由
、
頭
中
将
陣
を
出
で
て
右
大
臣

に
仰
す
。
満
座
傾
嵯
す
。
乗
燭
に
退
出
す
。

行
啓
の
事
頭
中
将
に
面
間
す
。
云
ふ
、
後
の
仰
せ
に
随
ふ
べ
き
の
由
、
去
る
夕
べ

・
仰
せ
有
り
と
い
へ
り
。

三
月

二
日
、
壬
寅
。
参
内
す
。
伯
左
武
衛
相
公
同
車
し
て
は
女
院
に
参
る
。
餉
弾
正
親

王
・
餉
帥
親
王
・
岩
大
臣
・
ほ
諾
大
納
言
・
中
納
言
二
人
（
帽
懐
忠
・
け
余
）
●
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（

マ

マ

）

　

璃

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〓

〃

参
議
六
人
（
仏
道
綱
・
個
時
光
・
伯
公
任
・
旭
誠
信
・
q
俊
等
・
三
位
三
人
穣
ゝ
・

輔
正
・
有
国
）
同
じ
く
参
る
。
五
巻
の
日
に
当
た
る
に
依
り
、
捧
げ
物
の
事
有
り
。

雨
に
依
り
て
庭
中
を
廻
ら
ず
。
只
殿
上
を
廻
る
。
人
多
く
し
て
便
無
し
。
道
綱
重

服
の
人
に
て
、
雲
上
重
服
の
者
、
皆
之
の
中
に
在
り
。
前
々
見
ざ
る
事
な
り
。

糾
頭
中
将
論
旨
を
伝
へ
て
云
ふ
、
明
日
糾
中
宮
里
第
に
出
御
す
と
い
へ
り
。
外
記

を
召
し
遺
す
。
且
く
此
の
由
を
以
て
、
国
大
外
記
致
時
朝
臣
に
仰
せ
通
す
。
甚
し

き
雨
に
て
参
内
す
る
こ
と
能
は
ず
。
外
記
遠
行
し
て
参
り
来
た
ら
ず
。

ふ
、
春
辰
の
着
座
は
罪
を
得
。
大
凶
と
い
へ
り
。

［
季
御
読
経
の
開
講
の
事
］

十
日
、
庚
成
、
参
内
す
。
佗
藤
大
納
言
・
は
左
大
弁
陣
に
在
り
。
季
御
読
経
の
開

仇
〃

講
を
定
む
。
け
余
は
女
院
に
参
る
。
は
右
大
臣
、
樽
中
納
言
懐
忠
、
0
参
議
時
光
・

爪

W

　

　

　

　

爪

〃

は
惟
仲
・
輔
正
（
散
三
位
）
・
伯
公
任
・
q
誠
信
・
0
俊
賢
同
じ
く
参
る
。
廿
八
講

了
ん
ぬ
。
公
家
の
給
を
度
る
と
い
へ
り
。
御
諷
涌
有
り
。
其
の
後
一
両
所
諷
諦
有

り
。
納
言
以
下
、
僧
禄
を
執
請
す
。
乗
燭
に
退
出
す
。

［
中
宮
御
里
亭
を
出
づ
る
の
事
］

四
日
、
甲
辰
。
参
内
す
。
今
夜
中
宮
二
条
北
宮
に
出
御
す
。
外
記
申
し
て
云
ふ
、

左
馬
寮
に
怠
状
を
進
む
る
に
依
り
て
、
供
奉
す
る
こ
と
能
は
ず
と
い
へ
り
。
仇
て

事
の
由
を
奏
せ
し
処
、
仰
せ
て
云
ふ
、
今
日
免
じ
給
ひ
了
ん
ぬ
。
早
く
供
奉
せ
し

む
べ
L
と
い
へ
り
。
即
ち
外
記
に
仰
せ
て
中
宮
金
側
坐
職
御
曹
司
）
に
参
る
。
時
々

u

雨
降
る
。
夜
に
入
り
て
弥
倍
す
。
は
左
大
弁
惟
仲
・
仕
右
兵
衛
督
俊
賢
雇
従
す
。

自
余
の
公
卿
皆
悉
く
障
り
を
申
す
。
御
輿
を
用
い
ず
。
御
横
榔
毛
の
御
車
に
て
、

戊
の
剋
に
陽
明
門
よ
り
出
御
す
。
里
邸
に
て
饗
無
し
。
公
卿
以
下
立
ち
て
各
分
散

す
。［

大
納
言
顕
光
着
座
の
事
、
春
辰
の
着
座
大
凶
の
事
］

ほ
大
納
言
顕
光
卿
子
の
二
剋
に
着
座
す
。
件
の
時
は
衰
時
と
云
々
。
一
説
に
又
云

［
下
名
の
事
］

十
九
日
、
己
未
。
晩
頭
参
内
す
。
二
省
を
召
さ
し
む
。
夜
に
入
り
て
参
入
す
。
外

記
守
成
を
召
す
。
召
物
を
召
す
。
直
物
を
筈
に
入
れ
持
ち
来
た
る
。
外
記
を
以
て

封
を
披
か
し
む
。
錮
外
記
守
成
三
ケ
度
式
部
に
申
し
候
由
、
是
の
例
な
り
。
¢
式

、
山
て

部
丞
菅
原
定
義
靴
を
着
け
中
庭
に
立
つ
。
余
云
ふ
、
万
宇
古
、
定
義
唯
を
称
す
。

来
た
り
て
膝
実
に
脆
く
。
余
右
手
を
以
て
除
目
を
賜
ふ
。
定
義
第
を
挿
む
の
間
、

太
だ
久
し
。
前
々
も
挿
む
が
如
く
し
て
、
只
置
く
の
み
。
前
例
を
知
ら
ざ
る
か
。

定
義
浅
履
を
着
け
、
膝
衝
に
着
き
、
直
物
を
賜
は
る
（
当
年
は
□
口
を
付
け

な
が
ら
之
を
賜
ふ
。
旧
年
は
枚
重
ね
の
巻
を
放
ち
、
挟
算
を
指
し
て
共
に
下
し
給

ふ
）
。
了
り
て
退
出
す
。
次
に
的
兵
部
丞
藤
原
信
経
参
入
し
、
直
物
を
給
は
る
。

戊
の
終
り
に
退
出
す
。

15



［
東
三
条
院
御
悩
に
依
り
赦
令
を
行
は
る
る
の
事
］

廿
八
日
、
戊
辰
。
内
よ
り
召
し
有
り
。
即
ち
参
入
す
。
㈹
蔵
人
頭
行
成
仰
せ
て
云

ふ
、
は
東
三
条
院
の
御
悩
軽
か
ら
ず
。
赦
令
を
行
ふ
べ
し
。
八
虐
・
強
窮
二
盗
・

私
鋳
銭
・
常
赦
免
れ
ざ
る
所
の
者
も
、
赦
除
の
限
り
あ
ら
ず
と
い
へ
り
。
国
外
記

致
時
朝
臣
を
召
し
、
年
々
の
詔
書
を
召
見
す
。
内
記
・
鋤
中
務
輔
を
召
し
遣
は
す
。

又
仰
せ
て
云
ふ
、
未
だ
断
ぜ
ざ
る
囚
の
勘
文
を
進
め
し
む
べ
L
と
い
へ
り
。
錮
府

・
山
7

生
好
兼
に
伸
す
。
¢
大
内
記
斉
名
参
り
来
た
る
。
詔
書
の
趣
を
伸
す
。
夜
に
入
り

て
草
し
了
り
て
之
を
進
む
。
見
了
り
て
右
府
に
奉
ず
。
帰
来
の
後
、
御
所
に
進
み

て
奏
聞
す
。
返
し
給
ふ
。
清
書
せ
し
め
て
又
奏
す
。
御
室
日
了
り
て
返
し
給
ふ
。

後
杖
の
座
に
着
く
。
中
務
省
（
拗
輔
遠
高
）
を
召
す
。
之
を
給
ふ
。
未
だ
断
ぜ
ざ

る
囚
の
勘
文
を
奏
聞
せ
し
む
。
仰
せ
て
云
ふ
、
軽
犯
は
殊
に
見
ず
。
相
定
め
て
免

じ
給
ふ
べ
L
と
い
へ
り
。
奏
者
僧
一
人
・
俗
一
人
・
女
二
人
を
撰
び
、
相
定
め
て

奏
聞
す
。
即
ち
勅
許
有
り
。
指
鮎
し
糾
好
兼
に
下
し
給
ふ
。
須
ら
く
詔
書
施
行
の

後
原
免
す
べ
し
。
而
る
を
御
悩
軽
か
ら
ず
。
又
前
例
有
り
。
忽
ち
以
て
原
免
す
。

国
権
佐
孝
道
朝
臣
を
以
て
宣
旨
を
書
き
下
さ
し
む
。
子
一
剋
に
退
出
す
。

早
朝
女
院
に
参
る
。
右
大
臣
に
謁
す
。
院
の
御
悩
昨
日
極
め
て
重
し
。
院
号
・
年

爵
年
官
等
の
事
を
停
め
ら
る
る
の
由
、
昨
夜
奏
聞
せ
ら
れ
了
ん
ぬ
。

出
す
と
云
々
。

四
月［平

座
の
事
］

一
日
、
辛
未
。
例
幣
を
賀
茂
に
奉
ず
。
昨
今
物
忌
に
て
、
参
内
せ
ず
。
障
り
の
由

を
外
記
に
触
れ
し
む
。
晩
頭
内
の
召
し
有
り
。
即
ち
参
入
す
。
国
頭
行
成
仰
せ
を

伝
へ
て
云
ふ
、
侍
従
の
見
参
を
奏
せ
し
む
べ
L
と
い
へ
り
。
陣
に
着
く
。
装
束
の

弁
は
候
せ
ず
。
仇
て
国
権
左
少
弁
為
紀
に
仰
せ
て
、
宜
陽
殿
に
座
を
敷
か
し
む
。

［
厭
物
を
寝
殿
の
板
敷
き
の
下
よ
り
掘
り
出
す
の
事
］

又
云
ふ
、
或
る
人
呪
岨
す
と
云
々
。
人
々
厭
物
を
寝
殿
の
板
敷
き
の
下
よ
り
掘
り

［
御
楔
の
前
駈
を
定
む
る
の
事
］

此
の
間
国
大
外
記
致
時
朝
臣
は
右
大
臣
の
消
息
を
伝
へ
て
云
ふ
、
は
院
の
御
悩
に

縁
り
参
入
の
間
御
楔
の
前
駈
を
定
め
申
す
こ
と
能
は
ず
。
定
め
奏
す
べ
L
と
い
へ

爪HH－

り
。
は
左
大
井
・
q
右
兵
衛
督
陣
に
候
す
。
大
外
記
致
時
を
召
し
御
楔
の
文
書
等

を
奉
ず
べ
き
の
由
を
仰
す
。
錮
右
兵
衛
佐
道
順
公
家
の
勘
事
有
り
。
時
方
任
国
与

不
未
成
、
此
の
間
勅
定
に
随
ふ
べ
き
由
、
行
成
を
以
て
奏
せ
し
む
。
仰
せ
て
云
ふ
、

道
順
に
至
り
て
は
差
す
べ
か
ら
ず
。
時
方
は
京
に
在
り
と
云
々
。
令
問
与
案
内
可

差
、
文
に
其
の
事
有
り
。
代
官
を
差
す
べ
L
と
い
へ
り
。
余
答
へ
し
め
て
云
ふ
、

最
初
代
官
便
無
書
か
。
時
方
巳
に
洛
下
に
在
り
。
程
限
内
勤
仕
公
役
何
事
か
有
ら

ん
や
。
仰
せ
て
云
ふ
、
申
す
所
然
る
べ
し
。
時
方
を
差
す
べ
L
と
い
へ
り
。
即
ち

移
り
て
南
座
に
着
く
。
外
記
造
酒
の
代
官
に
申
し
、
文
書
・
祝
等
を
召
す
。
左
大
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．
川
り

弁
筆
を
執
る
。
件
の
定
文
官
を
召
し
て
定
文
を
入
れ
、
¢
外
記
守
成
を
以
て
先
づ

右
府
に
奉
る
。

め
了
り
て
敷
政
門
よ
り
退
出
す
。
旬
日
件
の
門
よ
り
退
出
の
例
な
り
八
時
に
亥
の

剋
な
り
）
。
今
日
録
事
を
仰
せ
ず
。
然
る
べ
き
人
無
き
に
依
る
。
又
見
参
を
留
め

ず
。
参
入
す
べ
き
の
人
少
書
に
依
る
。
近
代
の
例
な
り
と
云
々
。

［
弁
一
人
三
献
を
役
む
る
の
事
］

宜
陽
殿
の
饗
餞
弁
備
へ
了
ん
ぬ
。
外
記
の
帰
来
を
待
つ
の
間
、
深
更
に
及
ぶ
べ
し
。

仇
て
中
間
宜
陽
殿
に
着
く
。
三
献
（
権
弁
為
紀
、
他
の
弁
無
き
に
依
り
三
献
役
め

了
ん
ぬ
）
了
り
て
侍
従
を
召
さ
ん
と
欲
す
。
候
は
ざ
る
の
由
と
云
々
。
析
て
更
に

召
さ
ず
。
汁
物
を
居
か
し
む
。
了
り
て
箸
を
下
ろ
す
。
四
献
を
催
さ
し
む
る
処
、

造
酒
司
早
に
以
て
罷
り
去
る
と
い
へ
り
。
召
さ
し
む
と
難
も
参
入
せ
ず
。
太
だ
奇

怪
な
り
。
仇
て
見
参
・
禄
目
録
を
召
す
。
国
外
記
相
門
見
参
・
禄
目
録
を
書
杖
に

挿
む
。
陣
の
勘
の
溝
に
候
す
（
中
庭
に
候
す
べ
し
。
奇
と
す
る
に
足
る
）
。
余
目

す
。
唯
を
称
し
て
膝
実
に
着
き
、
見
参
等
を
奉
る
。
一
々
披
見
し
て
返
し
給
ふ
。

（

マ

　

マ

）

更
に
本
の
如
く
杖
に
挿
む
。
勅
に
立
ち
初
所
池
座
、
御
所
に
進
み
、
国
行
成
を
以

て
奏
聞
せ
し
む
。
御
覧
じ
了
り
て
返
し
給
ふ
。
本
の
座
に
復
す
。
外
記
見
参
・
目

録
を
返
し
奉
る
。
之
を
取
り
、
外
記
空
杖
を
持
ち
て
退
出
す
。
此
の
間
、
弁
二
人

座
に
在
り
。
少
納
言
候
せ
ず
。
弁
（
説
孝
）
を
召
し
見
参
・
目
録
等
を
給
ふ
。
少

納
言
参
ら
ざ
る
に
依
り
、
見
参
之
に
相
加
へ
賜
は
る
な
り
。
外
記
陣
の
硯
を
撤
す
。

事
の
由
を
仰
せ
て
返
し
置
か
し
む
。
了
り
て
宜
陽
殿
の
座
に
赴
く
。
還
り
て
陣
の

座
に
着
く
。
良
や
久
し
き
の
後
、
外
記
右
府
よ
り
帰
り
来
る
。
件
の
楔
の
日
の
定

文
頭
行
成
を
以
て
奏
せ
し
む
。
即
ち
返
し
給
ふ
。
又
吉
書
を
加
へ
納
む
。
撤
せ
し

七
日
、
丁
丑
。
参
内
す
。
先
づ
右
府
の
直
鹿
に
参
る
。
雑
事
を
申
す
。
志
宗
我
弘

範
の
死
去
の
所
に
、
志
伴
忠
信
を
以
て
使
の
庁
の
奏
を
賜
ふ
。
即
ち
糾
頭
中
将
を

以
て
奏
聞
せ
し
む
。
楔
の
目
の
前
駈
銅
左
衛
門
尉
維
時
故
障
を
申
す
。
事
掲
焉
に

依
り
奏
聞
せ
し
む
。
天
許
有
り
。
則
光
を
以
て
其
の
替
り
と
為
す
。
廼
ち
餉
大
外

記
致
時
朝
臣
に
伸
す
。

［
右
大
臣
官
奏
に
候
す
る
の
事
］

今
日
右
大
臣
官
奏
に
候
す
（
今
年
の
初
奏
な
り
）
。
帽
左
衛
門
督
・
は
左
大
弁
・

川

W

　

　

　

　

　

　

　

　

〓

り

怜
左
兵
衛
督
・
q
春
宮
権
大
夫
・
仕
右
兵
衛
督
参
入
す
。
擬
階
の
事
、
左
衛
門
督
之

を
行
ふ
。
其
の
事
以
前
に
退
出
す
。
楔
の
祭
の
行
事
参
議
の
事
を
奏
聞
せ
し
む
。

右
兵
衛
督
勅
許
有
り
。
即
ち
外
記
に
仰
す
。
石
見
国
の
楔
の
祭
の
料
の
解
文
を
奏

聞
せ
し
む
。
大
炊
寮
に
納
め
し
む
べ
L
と
い
へ
り
。
餉
説
孝
朝
臣
に
下
す
。

［
内
大
臣
配
流
の
事
］

廿
四
日
、
甲
午
。
或
る
下
人
云
ふ
、
今
暁
諸
陣
を
閉
づ
と
い
へ
り
。
内
の
召
し
有

り
。
辰
の
初
め
に
参
入
す
。
先
づ
左
衛
門
の
陣
の
外
に
お
い
て
案
内
を
取
る
。
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帥
頭
中
将
斉
信
出
迎
へ
て
云
ふ
、
参
入
す
べ
L
と
。
先
づ
ほ
右
大
将
顆
光
召
し
に

依
り
て
参
入
す
。
は
右
将
軍
・
け
余
両
人
を
指
し
て
召
し
有
り
。
此
の
間
、

仇
〃0
大
蔵
卿
時
光
・
0
8
右
大
弁
扶
義
等
参
入
す
。
然
れ
ど
も
陣
の
中
に
入
ら
ず
。
右

大
将
、
右
府
の
直
虚
に
在
り
。
仇
て
余
も
彼
の
直
塵
に
詣
づ
。
右
府
命
じ
て
云
ふ
、

束
帯
に
て
只
今
陣
に
罷
り
着
く
べ
L
と
い
へ
り
。
将
軍
・
余
陣
の
座
に
着
く
。
良

や
久
し
き
の
後
右
大
臣
陣
に
着
く
。
是
よ
り
先
御
前
に
於
て
除
目
有
り
。
除
目
（

奥
に
在
り
）
。
大
臣
除
目
を
第
に
取
り
副
へ
陣
に
着
く
。
は
左
大
弁
惟
仲
を
以
て

清
書
せ
し
む
。
配
流
の
雑
事
等
右
大
将
に
委
ぬ
。
此
の
問
詰
卿
仰
せ
に
依
り
て
陣

の
中
に
入
る
。
除
目
の
清
書
を
右
大
臣
奏
聞
す
。
式
部
丞
を
召
し
て
下
名
賜
ふ
。

・
山
7¢
大
内
記
斉
名
朝
臣
を
召
し
て
、
配
流
の
宣
命
の
事
（
花
山
法
皇
を
射
る
事
、
女

院
を
呪
岨
す
る
事
、
私
に
大
元
法
を
行
ふ
事
等
な
り
）
、
並
び
に
固
関
の
勅
符
の

事
（
先
づ
是
諸
陣
を
警
固
せ
し
む
）
を
仰
す
。
国
左
衛
門
権
佐
允
亮
朝
臣
を
召
し
、

9仕
権
帥
を
追
ひ
下
す
べ
き
の
由
を
伸
す
。
允
亮
朝
臣
申
し
清
く
。
榊
左
衛
門
府
生

茜
忠
宗
・
延
尉
相
共
に
彼
の
家
に
向
ふ
。
柄
左
衛
門
尉
源
為
点
を
以
て
、
太
宰
に

爪
W

送
る
の
使
と
為
す
。
又
仕
出
雲
権
守
隆
家
を
追
ふ
の
便
は
餉
右
衛
門
尉
藤
原
陳
泰

官
符
敬
弔
的
伊
豆
権
守
高
階
信
順
，
餉
淡
路
権
守
同
道
順
等
の
任
符
に
及
び
作

ら
し
む
る
な
り
。
大
将
御
所
に
進
み
て
、
勅
符
・
任
符
等
を
奏
せ
し
む
。
先
づ
宣

命
の
草
を
奏
す
（
後
に
聞
く
、
件
の
宣
命
を
的
少
納
言
伊
頬
に
給
ひ
、
官
庁
に
お

い
て
之
を
宣
制
せ
し
む
。
）
的
允
亮
朝
臣
権
師
の
家
（
中
宮
の
御
在
所
な
り
。
二

条
北
宮
と
謂
ふ
）
に
向
ふ
。
使
等
東
門
（
陣
無
き
門
な
り
）
よ
り
入
る
。
寝
殿
の

北
を
経
て
西
の
対
（
帥
の
住
居
な
り
）
に
就
き
、
勅
語
を
仰
す
。
而
る
に
、
重
病

の
由
を
申
す
。
忽
ち
配
所
に
赴
向
し
難
さ
由
、
国
忠
宗
を
差
し
申
さ
し
む
。
許
容

無
し
。
早
に
車
に
載
せ
赴
く
べ
き
の
由
重
ね
て
伸
す
事
有
り
。
余
故
障
を
的
蔵
人

頭
行
成
に
触
れ
退
出
す
。
固
関
等
の
事
は
右
大
将
之
を
行
ふ
。
後
に
聞
く
、
勅
符
・

官
符
継
て
袋
に
入
る
と
云
々
。
官
符
に
至
り
て
は
然
ら
ざ
る
事
な
り
と
云
々
。
尋

ね
知
る
べ
し
。
事
了
り
て
今
朝
近
衛
の
陣
よ
り
女
院
に
奉
ら
る
。

今
朝
左
右
の
馬
寮
に
仰
せ
て
御
馬
を
引
か
し
む
。
武
芸
に
堪
ふ
る
五
位
以
下
宣
旨

に
依
り
鳥
曹
司
に
候
せ
し
む
と
云
々
。

太
宰
権
帥
正
三
位
藤
原
伊
周
（
元
内
大
臣
）
。

出
雲
権
守
従
三
位
藤
隆
家
（
元
中
納
言
）
。

伊
豆
権
守
高
階
信
順
（
元
右
中
弁
）
。

淡
路
権
守
高
階
道
順
（
元
右
兵
衛
佐
、
木
工
権
頭
）
。

（
行
間
補
書
）

「
殿
上
の
簡
を
削
ら
る
る
人
々
」

左
近
少
将
源
明
理
八
四
位
）
、
左
近
中
将
藤
原
頼
親
、

右
近
少
将
藤
原
周
頼
、
同
少
将
源
方
理
、

勘
事

左
馬
頭
藤
原
相
ヂ
　
弾
正
大
弼
源
頼
定
、
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［
帥
下
向
せ
ざ
る
の
事
］

廿
五
日
、
乙
未
。
参
内
す
。
諸
卿
皆
悉
く
入
る
。
権
帥
伊
周
中
宮
の
御
所
に
候
し
、

使
の
健
に
随
は
ざ
る
の
由
、
再
三
的
允
亮
朝
臣
的
忠
宗
を
以
て
奏
聞
せ
し
む
。
既

に
許
容
無
し
。
只
早
に
追
ひ
下
す
べ
き
の
由
を
仰
せ
ら
る
る
の
み
。
二
条
大
路
の

見
物
の
雑
人
及
び
車
に
乗
る
者
堵
の
如
し
。
帥
の
下
向
を
見
む
が
為
な
り
と
云
々
。

守
共
に
中
宮
の
御
所
に
候
し
、
出
だ
す
べ
か
ら
ず
と
云
々
。
仇
て
宣
旨
を
降
し
、

夜
の
大
殿
の
戸
を
撤
破
す
。
仇
て
其
の
童
に
堪
へ
ず
、
隆
家
出
で
来
た
り
と
云
々
。

権
帥
伊
周
逃
げ
隠
る
。
宮
司
を
し
て
御
在
所
及
び
所
々
を
捜
さ
し
む
。
巳
に
其
の

身
無
し
と
い
へ
り
。
右
大
将
以
下
の
諸
卿
雲
上
に
候
す
。
け
余
は
右
府
の
宿
所
に

詣
で
、
謁
談
の
後
黄
昏
退
出
す
。

［
権
帥
伊
周
迫
ひ
下
さ
る
る
の
間
の
事
］

廿
八
日
、
戊
成
。
今
明
陣
の
物
忌
な
り
。
此
の
由
を
国
頭
弁
に
触
れ
、
参
入
せ
ず
。

中
宮
権
師
と
相
携
へ
て
離
れ
給
は
ず
。
仇
て
追
ひ
下
す
こ
と
能
は
ざ
る
の
由
、
再

三
之
を
奏
せ
し
む
。
京
内
の
上
下
首
を
挙
げ
て
后
宮
の
中
に
乱
入
す
。
凡
そ
見
物

の
濫
吹
極
ま
り
無
し
。
彼
の
宮
内
の
人
の
悲
泣
連
声
す
。
聴
く
者
涙
を
拭
ふ
は
、

此
の
間
な
り
と
云
々
。
吸
々
追
記
す
る
こ
と
能
は
ず
。
候
禁
の
大
春
日
正
近
仮
を

給
は
る
（
共
兼
に
仰
す
）
。
冶
部
丞
雀
部
望
秀
従
者
が
為
に
刃
傷
せ
ら
る
。
仇
て

伊
達
を
遣
は
す
。

五
月［出

雲
権
守
隆
家
を
配
所
に
遣
は
す
の
事
］

一
日
、
庚
子
。
参
内
す
。
出
雲
権
守
隆
家
今
朝
糾
中
宮
に
於
て
捕
得
し
、
配
所
に

遣
は
す
。
編
代
車
に
乗
ら
し
む
。
病
を
称
す
る
に
依
る
な
り
と
云
々
。
但
し
随
身

m
岬

は
之
馬
に
騎
す
べ
L
と
云
々
。
見
る
者
雲
の
如
し
と
云
々
。
。
権
帥
・
㈹
出
雲
権

［
盗
人
捜
の
事
］

仇
〃

二
日
、
辛
丑
。
早
朝
召
し
に
依
り
参
内
す
。
是
よ
り
先
右
大
将
・
q
宰
相
中
将
陣

に
候
す
。
佗
将
軍
盗
人
接
の
事
を
行
ふ
（
山
々
・
京
内
）
。
定
文
御
所
に
進
み
て

奏
聞
す
（
陣
の
座
に
於
て
奏
せ
し
む
べ
き
か
）
。
山
々
・
條
々
の
使
を
召
す
。
上

首
は
之
に
伸
す
八
五
位
膝
実
に
於
て
奉
じ
、
六
位
庭
中
に
於
て
之
に
奉
ず
）
。
使

等
失
錯
多
く
、
夜
に
入
り
返
事
を
申
す
。
今
朝
的
允
亮
朝
臣
的
忠
宗
を
以
て
申
さ

し
め
て
云
ふ
、
国
信
順
・
㈹
明
順
・
囲
明
理
・
餉
方
理
等
の
朝
臣
召
し
候
せ
し
む

る
の
処
、
申
し
て
云
ふ
、
囲
左
京
進
藤
頼
行
は
権
師
の
近
習
と
い
へ
り
。
件
の
頼

行
を
以
て
在
所
を
申
さ
し
む
べ
L
と
い
へ
り
。
即
ち
其
の
口
を
間
ふ
。
申
し
て
云

爪
叫

ふ
、
0
権
帥
去
る
晦
日
の
夜
前
、
中
宮
よ
り
、
幽
道
順
朝
臣
相
共
に
愛
太
子
山
に

向
ふ
。
頼
行
に
至
り
て
は
山
脚
よ
り
罷
り
帰
り
了
ん
ぬ
。
又
其
の
乗
馬
等
は
彼
の

山
辺
に
放
つ
と
い
へ
り
。
仰
せ
て
云
ふ
、
随
身
頼
行
跡
を
尋
ね
追
ひ
求
む
べ
L
と

い
へ
り
。
又
申
さ
し
め
て
云
ふ
、
申
す
所
若
し
相
違
は
ば
拷
訊
す
べ
き
か
と
。
仰

せ
て
云
ふ
、
拷
訊
す
べ
L
と
い
へ
り
。
允
亮
朝
臣
・
国
右
衛
門
尉
倫
範
・
㈹
左
衛
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門
府
生
忠
宗
等
彼
の
山
に
馳
せ
向
ふ
。
馬
鞍
等
を
尋
ね
得
た
る
の
由
と
云
々
。

［
中
宮
出
家
の
事
］

飢
印0
中
宮
権
大
夫
扶
義
談
じ
て
云
ふ
、
昨
日
糾
后
宮
扶
義
の
車
（
下
簾
を
懸
く
）
に

乗
り
給
ふ
。
其
の
後
便
の
宮
人
等
御
所
に
参
上
し
、
夜
の
大
殿
及
び
疑
は
し
き
所
々

を
捜
検
す
。
粗
大
・
板
敷
等
を
放
ち
、
皆
実
検
す
と
云
々
。
后
に
無
限
の
大
恥
を

為
し
奉
る
な
り
。
又
云
ふ
、
后
昨
日
出
家
し
給
ふ
と
云
々
。
事
頗
る
実
に
似
た
り

と
い
へ
り
。
㈹
信
順
等
四
人
戸
屋
に
龍
め
、
看
督
長
を
以
て
守
護
せ
し
む
る
な
り
。

糾
左
衛
門
志
為
信
主
守
た
り
。

飢
り0
新
中
納
言
道
綱
亡
母
の
周
忌
法
事
。
七
僧
の
粥
を
送
る
時
、
又
大
内
に
候
す
る

に
依
り
訪
向
せ
ざ
る
の
由
、
内
よ
り
致
信
を
差
し
て
示
送
し
了
ん
ぬ
。

［
隆
家
病
に
依
り
逗
留
の
事
］

三
日
、
壬
寅
。
今
明
陣
の
物
忌
。
其
の
由
を
国
頭
弁
に
触
れ
参
入
せ
ず
。
出
雲
権

守
隆
家
胸
痛
を
煩
ふ
に
依
り
尚
皮
嶋
辺
に
在
り
と
云
々
。
出
雲
権
守
の
許
よ
り
書

札
を
送
る
。
病
に
依
り
暫
く
逗
留
す
。
兼
ね
て
母
氏
の
存
亡
を
見
る
べ
き
の
由
、

奏
状
を
付
さ
ん
と
欲
す
と
い
へ
り
。
け
余
返
事
を
送
る
。
月
日
を
注
せ
ず
。
必
ず

用
意
を
致
す
べ
き
の
旨
を
報
ず
。
誅
驚
女
院
の
辺
よ
り
奏
せ
ら
る
べ
き
の
由
、

相
示
し
了
ん
ぬ
。
承
り
及
ぶ
事
有
る
が
若
し
。

［
帥
出
家
の
事
］

n
H
…

四
日
、
突
卯
。
参
内
す
。
（
l
員
外
の
帥
出
家
し
、
本
の
家
に
帰
る
と
云
々
。
案
内

せ
し
む
る
の
処
、
事
巳
に
実
有
り
。
之
を
尋
ね
求
む
る
使
尚
西
山
に
在
り
。
此
の

n
岬

間
的
左
衛
門
志
為
信
此
の
由
を
聞
き
、
事
の
由
を
申
さ
ん
と
欲
す
る
の
間
、
Ⅱ
権

帥
車
に
乗
り
て
離
宮
に
馳
せ
向
ふ
。
為
信
藁
履
を
着
け
、
淳
和
院
の
辺
に
於
て
追

ひ
留
む
（
為
信
日
来
㈹
信
順
・
国
明
順
・
囲
明
理
・
的
方
理
等
を
守
護
せ
む
が
為
、

中
宮
に
候
せ
し
む
る
に
、
乗
物
無
き
に
依
り
歩
行
す
と
云
々
）
。
此
の
間
公
家

国
左
衛
門
権
佐
孝
道
・
¢
左
衛
門
尉
季
雅
・
餉
右
衛
門
府
生
伊
達
等
を
差
し
、
帥

t
出
〃
，

の
所
に
馳
せ
道
は
す
。
又
初
使
国
左
佐
允
亮
尋
ね
到
る
。
国
孝
道
朝
臣
此
の
由
を

奏
せ
し
む
。
即
ち
権
帥
を
允
亮
に
預
け
し
む
。
允
亮
申
し
て
云
ふ
、
餉
茜
忠
宗
権

帥
を
尋
ね
む
が
為
愛
太
子
山
に
在
り
て
未
だ
帰
参
せ
ず
。
国
右
衛
門
尉
倫
範
を
以

て
副
使
に
申
請
す
。
請
に
依
る
と
云
々
。
允
亮
申
さ
し
め
て
云
ふ
、
帥
の
車
（
編

代
）
を
実
検
す
。
帥
巳
に
出
家
す
。
車
内
に
女
法
師
（
国
帥
の
母
氏
と
云
々
）
有

り
。
副
へ
て
道
は
す
べ
き
か
と
い
へ
り
。
仰
せ
て
云
ふ
、
許
し
達
は
す
べ
か
ら
ず

と
。
件
の
事
等
国
外
記
致
時
を
以
て
ほ
右
大
将
に
転
じ
奏
せ
し
む
る
所
な
り
。
巳

に
孝
道
朝
臣
帰
参
し
、
師
の
申
す
事
等
を
奏
せ
し
む
。
病
に
依
り
去
る
朔
日
罷
り

下
ら
ず
。
兼
ね
て
女
法
師
を
免
じ
給
ひ
将
に
下
る
べ
き
の
由
と
云
々
。
余
件
の
勅

答
を
聞
か
ず
退
出
す
。

右
大
臣
余
を
鬼
の
間
に
招
き
良
や
久
し
く
談
話
す
。
事
の
次
で
有
る
に
依
る
。
縁

座
の
事
を
行
は
る
べ
か
ら
ざ
る
の
由
、
一
両
度
触
れ
申
す
な
り
。
信
服
・
明
順
・
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明
理
・
方
理
等
、
去
る
朔
日
よ
り
帥
の
在
所
を
申
さ
ん
が
為
に
延
尉
に
在
る
か
。

出
入
を
禁
ぜ
し
む
。
而
る
を
今
日
帥
出
で
来
た
る
。
仇
て
免
じ
出
だ
さ
る
る
な
り
。

送
使
左
衛
門
尉
為
貞
申
し
上
る
所
な
り
と
云
々
。
又
的
信
順
・
朗
道
順
朝
臣
等
任

所
に
追
ふ
の
使
は
、
左
右
の
兵
衛
府
の
物
部
と
云
々
。

［
帥
下
向
の
事
］

五
日
、
甲
辰
。
㈹
倫
範
云
ふ
、
権
帥
去
る
夜
石
作
寺
（
長
岡
に
在
り
）
に
宿
す
。

左
衛
門
権
佐
允
亮
・
国
府
生
茜
忠
宗
今
朝
離
宮
に
送
る
。
国
母
氏
相
副
ふ
べ
か
ら

ざ
る
の
由
宣
旨
下
し
了
ん
ぬ
と
。
又
云
ふ
、
朔
日
宣
旨
に
依
り
、
宮
人
及
び
宮
司

等
l
皇
后
の
夜
の
御
殿
の
扉
を
破
る
。
扉
太
だ
厚
く
忽
ち
に
破
る
こ
と
能
は
ず
。

仇
て
戸
腋
の
壁
板
を
突
破
し
扉
を
開
か
し
む
。
女
人
の
悲
泣
連
声
す
。
皇
后
は
車

に
載
せ
奉
り
、
夜
の
御
殿
の
内
を
捜
す
。
后
の
母
敢
へ
て
隠
れ
忍
ぶ
無
し
。
見
る

者
欺
き
悲
し
む
。
是
よ
り
先
出
雲
権
守
隆
家
国
領
送
使
右
衛
門
尉
陳
泰
の
家
に
入

る
と
云
々
。

（
行
間
補
書
）

［
修
理
職
焼
亡
の
事
］

十
日
、
己
酉
。
亥
の
終
り
修
理
職
焼
亡
の
由
陣
よ
り
告
ぐ
。
心
神
極
め
て
悩
ま
し

く
参
入
せ
ず
。
輔
通
を
以
て
国
頭
弁
の
許
に
示
送
す
。
右
府
・
右
大
将
・
睦
藤
大

納
言
及
び
他
の
卿
相
駈
け
参
る
と
云
々
。

六
日
、
乙
巳
。
源
元
正
・
菅
原
宗
忠
・
平
常
則
・
志
太
元
丘
、
件
の
四
人
的
紀
伊

前
守
董
宣
の
郎
等
。
而
る
を
申
さ
し
む
べ
き
の
事
有
り
召
禁
す
る
所
な
り
。
今
日

は
右
府
の
命
有
り
之
を
免
ず
。
件
の
事
前
日
右
府
奏
し
給
ふ
所
な
り
。
休
日
と
雑

爪

W

　

　

　

　

　

　

　

　

　

¶

〃

も
警
護
に
依
り
内
に
参
入
す
。
q
春
宮
権
大
夫
・
（
1
右
兵
衛
督
同
じ
く
参
る
。
剛

史
茂
忠
云
ふ
、
権
師
の
官
符
出
家
に
依
り
官
符
を
改
め
ら
る
と
（
前
の
帥
安
和
の

例
に
従
ふ
な
り
）
。

、
H
H
7

今
日
右
大
将
巳
下
参
入
せ
ら
る
。
件
の
官
符
の
事
を
請
印
せ
し
め
む
が
為
、
¢
領

［
権
帥
遂
に
追
ひ
下
す
の
事
］

十
二
日
、
辛
亥
。
今
朝
国
允
亮
朝
臣
・
㈹
忠
宗
等
来
た
り
て
云
ふ
、
昨
夕
山
埼
よ

爪
割
W

り
罷
り
帰
る
。
昨
日
0
外
帥
離
宮
よ
り
□
寺
に
着
く
。
人
の
相
従
ふ
無
し
。
忠
宗

云
ふ
、
国
母
堂
密
々
相
従
ふ
。
允
亮
朝
臣
等
去
る
十
日
外
師
を
国
領
送
使
為
貞
に

請
け
し
む
。
即
ち
詩
文
を
取
る
。
同
十
一
日
母
堂
密
々
来
向
す
。
忠
宗
密
々
の
談

説
な
り
（
昨
日
政
申
、
右
志
善
理
井
免
者
日
置
安
富
左
獄
に
候
し
、
置
始
致
信
原

免
、
官
人
等
申
す
こ
と
度
々
、
無
罪
の
由
を
勘
問
す
）
。

国
大
外
記
致
時
朝
臣
云
ふ
、
為
貞
帥
病
に
依
り
発
向
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
の
由
を

上
す
と
云
々
。
又
云
ふ
、
一
日
的
陳
泰
的
出
雲
権
守
病
に
依
り
丹
後
国
に
逗
留
の

由
を
言
上
す
。
病
愈
え
了
ら
ば
任
所
に
送
る
べ
き
の
由
、
宣
旨
下
さ
れ
了
ん
ぬ
。
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［
伊
周
・
隆
家
病
に
依
り
逗
留
す
る
の
事
］

十
五
日
、
甲
寅
。
参
内
す
。
右
大
将
・
国
式
部
大
甫
・
伯
左
兵
衛
督
・
仕
宰
相
中

璃
り

将
参
会
す
。
権
帥
伊
周
・
出
雲
権
守
隆
家
病
に
依
り
配
所
に
赴
向
せ
ざ
る
の
由
、

領
送
使
言
上
す
と
云
々
。
頭
弁
行
成
云
ふ
、
権
師
は
病
の
間
播
磨
国
の
便
所
に
安

置
し
、
出
雲
権
守
但
馬
国
の
便
所
に
安
置
す
。
各
国
司
に
請
け
し
め
、
其
の
論
文

を
取
り
帰
参
す
べ
L
と
い
へ
り
。
又
信
順
朝
臣
病
の
由
を
申
す
。
兼
又
万
死
一
生
、

此
の
間
暫
く
迫
を
催
す
べ
か
ら
ず
。
道
順
朝
臣
に
至
り
て
は
早
に
追
ひ
下
す
べ
L

と
い
へ
り
。
国
頭
の
談
説
な
り
。

［
高
麗
国
の
人
石
見
国
に
寄
る
の
事
］

十
九
日
、
戊
午
。
高
麗
国
の
人
石
見
国
に
寄
る
。
其
の
事
諸
卿
定
め
申
す
。
延
喜

年
中
異
国
人
但
馬
国
に
来
た
る
。
船
を
造
り
根
を
給
し
本
国
に
還
し
通
す
。
彼
の

例
に
依
り
根
を
給
し
還
し
遣
す
べ
き
の
由
定
め
申
し
了
ん
ぬ
。

太
宰
典
倫
頬
の
事
又
定
め
申
す
。
先
づ
左
衛
門
府
の
弓
場
に
候
せ
し
む
べ
く
、
倫

頬
を
以
て
申
文
・
唐
人
の
返
抄
等
、
先
づ
仁
聡
の
所
に
遣
す
べ
き
の
由
定
め
申
し

了
ん
ぬ
。

〓
〃

0
8
参
議
扶
義
、
後
村
上
は
0
参
議
俊
賢
）
。
右
大
将
宣
命
の
事
を
行
ふ
（
事
の
趣

論
有
り
。
両
人
の
事
具
に
記
す
に
遥
あ
ら
ず
）
。
未
の
終
り
に
宣
を
給
ひ
、
各
陵

に
向
ふ
。
衛
督
警
固
す
と
云
ふ
と
雑
も
、
弓
箭
を
帯
び
ず
宣
命
を
給
ふ
。
余
案
ず

爪
〃

る
所
な
り
。
両
武
衛
八
は
公
任
・
仕
俊
里
）
之
の
如
し
。
右
大
将
云
ふ
、
弓
箭
を

解
皇
旦
命
を
給
ふ
べ
き
か
と
い
へ
り
。
彼
是
云
ふ
、
解
か
れ
ず
と
錐
も
又
何
事
か

之
有
ら
む
や
。
又
解
か
る
と
錐
も
何
の
妨
げ
か
有
ら
む
や
と
。
析
て
弓
箭
を
解
か

ず
宣
命
を
給
ふ
。
上
卿
に
至
り
て
は
山
陵
に
向
は
ず
、
使
に
於
て
陵
に
向
ふ
べ
き

に
依
り
、
弓
箭
を
解
く
べ
し
。
又
伊
勢
の
例
を
案
ず
る
に
、
弓
箭
を
解
皇
旦
命
を

使
に
賜
ふ
。
彼
の
例
に
准
ぜ
し
め
又
弓
箭
を
解
く
べ
き
か
と
い
へ
り
。
余
の
次
官

は
朗
右
京
大
夫
信
輔
。
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［
山
陵
の
使
の
事
］

廿
一
日
、
庚
午
。
山
陵
の
使
を
定
め
ら
る
（
山
階
は
は
中
納
言
時
中
、
柏
原
は

け
下
官
、
後
山
階
は
は
参
議
公
任
、
田
邑
は
修
理
大
夫
懐
々
、
三
位
、
村
上
は

六
月［官

奏
の
事
］

五
日
、
甲
成
。
参
内
す
。
は
右
大
臣
以
下
皆
悉
く
参
る
。
只
は
左
大
弁
惟
伸
一
人

参
ら
ず
。
今
日
官
奏
有
り
。
剛
史
の
守
永
礼
を
失
す
（
緒
を
結
び
給
は
ず
立
ち
て

退
く
。
気
色
を
得
て
還
り
居
り
。
未
だ
緒
を
結
び
給
は
ざ
る
の
前
に
進
み
取
り
去

る
。
是
奏
者
の
大
臣
談
ず
る
所
な
り
。
此
の
間
余
壁
後
に
在
り
、
見
ず
了
ん
ぬ
）
。

中
の
終
り
に
余
退
出
す
。



［
権
佐
孝
道
を
以
て
左
右
の
囚
人
を
実
検
せ
ら
る
る
の
事
］

七
日
、
丙
子
。
国
右
権
佐
孝
道
朝
臣
以
下
の
使
の
官
人
等
に
殊
に
事
の
由
を
仰
せ

て
、
左
右
の
獄
に
遣
は
し
、
囚
人
を
実
検
せ
し
む
。
帰
来
し
て
云
ふ
、
左
右
の
囚

十
二
人
巳
に
窮
し
了
ん
ぬ
。
命
旦
暮
に
在
り
と
い
へ
り
。
仇
て
左
の
坂
上
莫
友
・

王
正
行
・
品
治
光
信
・
賀
茂
為
光
・
右
の
淀
春
水
・
紀
福
真
、
以
上
の
六
人
に
仮

を
給
ふ
。
今
六
人
の
出
雲
国
の
犯
人
は
自
由
に
す
べ
き
こ
と
難
し
。
事
の
由
を
奏

し
て
左
右
す
べ
き
な
り
。

八
日
、
丁
丑
。
は
右
府
の
宿
所
に
詣
で
相
謁
す
。
次
に
参
内
す
。
殿
上
に
参
上
し

て
、
国
頭
弁
を
以
て
出
雲
の
犯
人
の
飢
餓
養
ふ
べ
か
ら
ざ
る
の
由
を
奏
せ
し
む
。

殊
に
天
恩
有
り
仮
を
賜
は
る
べ
き
の
由
、
相
加
へ
奏
せ
し
む
る
こ
と
有
り
。
仰
せ

て
云
ふ
、
奏
せ
し
む
る
の
旨
怪
に
聞
し
会
し
了
ん
ぬ
。
但
し
出
雲
の
犯
人
等
に
殊

に
仮
を
給
ふ
べ
L
と
い
へ
り
（
出
雲
為
義
・
勝
部
久
道
・
佐
伯
惟
時
・
内
蔵
正
興
・

伊
福
部
守
光
・
勝
部
延
道
）
。
又
宣
旨
に
依
り
権
師
の
随
身
伴
秀
吉
を
免
ず
。
出

雲
の
犯
人
の
事
を
奏
せ
し
む
る
の
次
で
に
、
仰
せ
加
へ
ら
る
る
所
な
り
。
㈹
左
府

生
忠
宗
に
伸
す
。
忠
宗
帰
来
し
て
云
ふ
、
出
雲
の
犯
人
免
じ
給
ひ
了
ん
ぬ
。
地
に

伏
し
て
涙
を
流
し
敢
へ
て
言
ふ
こ
と
能
は
ず
と
い
へ
り
。
今
朝
忠
信
を
以
て
飯
粥

を
出
雲
の
犯
人
に
賜
は
し
む
。

［
中
宮
焼
亡
の
事
］

〓
〃

九
日
、
戊
寅
。
今
暁
糾
中
宮
焼
亡
す
。
（
．
右
兵
衛
督
・
輌
弼
同
車
し
て
馳
せ
参
る
。

右
大
臣
以
下
の
諸
卿
冷
泉
院
（
院
号
な
り
）
に
参
会
す
。
次
に
中
宮
の
御
在
所

八
的
明
順
朝
臣
の
二
条
の
宅
）
に
参
る
。
次
に
は
左
兵
衛
督
・
朗
宰
相
中
将
同
車

し
て
、
故
右
府
の
北
方
を
訪
ぬ
。
近
々
に
依
る
な
り
。
右
府
中
宮
に
参
ら
る
。
又

的
故
右
府
を
訪
ね
ら
る
。
或
説
に
云
ふ
、
后
宮
同
車
せ
ず
、
侍
男
等
に
抱
へ
ら
る
。

先
づ
榊
二
位
法
師
の
宅
に
皮
り
給
ひ
、
彼
の
宅
よ
り
車
に
乗
り
、
明
順
朝
臣
の
宅

に
移
り
給
ふ
と
。
昨
の
禁
家
今
滅
亡
す
。
古
人
云
ふ
、
禍
福
は
糾
纏
の
如
し
と
。

誠
に
所
以
あ
る
か
。
花
山
院
冷
泉
院
に
参
ら
る
。

、
1
t
H
ワ

開
関
・
解
陣
の
事
は
右
大
将
之
を
行
ふ
。
権
師
を
送
る
使
¢
左
衛
門
尉
為
貞
一
日

帰
参
す
と
云
々
。
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［
御
鉢
御
ト
の
事
］

十
日
、
己
卯
。
廼
ち
国
外
記
守
成
に
仰
せ
て
云
ふ
、
御
鉢
御
ト
の
案
敷
政
門
の
外

に
昇
き
立
つ
。
今
日
御
物
忌
。
仇
て
外
記
を
召
し
前
例
を
見
れ
ば
、
天
禄
年
中
日

記
に
云
ふ
、
十
一
日
御
物
忌
な
り
。
仇
て
御
ト
奏
内
侍
所
に
付
す
。
前
例
に
依
る

と
い
へ
り
。
仇
て
先
づ
蔵
人
奉
光
を
以
て
案
内
を
奏
せ
し
む
。
仰
せ
て
云
ふ
、
若

し
今
日
を
過
ご
す
べ
か
ら
ず
ん
ば
内
侍
所
に
付
す
べ
L
と
い
へ
り
。
奏
せ
し
め
て

云
ふ
、
近
代
十
日
を
過
ぎ
て
奏
聞
せ
し
む
る
の
車
乗
だ
見
聞
せ
ざ
る
な
り
と
。
仰

せ
て
云
ふ
、
早
に
内
侍
所
に
付
す
べ
L
と
い
へ
り
。
余
移
り
て
南
の
座
に
着
く
。



外
記
を
召
し
、
奏
の
案
を
奉
る
べ
き
の
由
を
仰
せ
て
、
小
選
く

．
．
1
H
H
H
7¢
神
祇
祭
主
永
頼
御
ト
の
奏
の
案
を
書
杖
に
挿
み
之
を
奉
り
て
退
出
す
。
余
見
了

り
て
外
記
を
召
す
。
仰
せ
て
云
ふ
、
御
ト
御
物
忌
に
依
り
内
侍
所
に
伏
す
べ
L
と
。

即
ち
奏
の
案
を
外
記
に
賜
ふ
。
⑫
大
蔵
卿
・
囲
宰
相
中
将
参
入
し
、
晩
頭
退
出
す
。

（
マ
マ
）

［
大
理
の
間
の
沙
汰
の
事
］

小
野
常
高
・
秦
安
高
博
戯
を
犯
す
者
な
り
。
昨
日
決
罪
を
免
じ
給
ふ
。

兼
を
以
て
御
消
息
有
り
。
盗
の
矢
等
持
ち
来
た
り
尋
ね
捕
ら
ふ
べ
き
の
由
厳
し
く

仰
せ
下
し
有
り
。

群
盗
上
郷
の
家
に
入
る
は
、
驚
奇
す
る
に
足
る
。
彼
の
内
成
朝
臣
の
人
々
伝
へ
談

じ
て
云
ふ
、
内
成
の
仇
健
の
為
す
所
な
り
と
い
へ
り
。
事
頗
る
荒
涼
た
り
。
放
免

の
平
群
延
政
九
日
来
禁
固
し
、
巳
に
指
し
た
る
事
無
し
。
今
朝
原
免
す
。
十
十
日

の
内
に
将
軍
家
に
入
り
し
の
盗
を
注
申
す
べ
き
の
由
を
仰
せ
し
む
る
な
り
。

［
東
獄
の
門
前
に
井
を
掘
る
の
事
］

十
三
日
、
壬
午
。
東
獄
の
門
前
（
東
門
）
に
、
井
を
掘
ら
し
む
。
夫
の
食
家
よ
り

宛
て
給
す
。
年
来
の
囚
徒
飲
水
に
難
ず
。
仇
て
仮
に
掘
ら
し
む
。
渇
死
の
囚
衆
く
、

実
に
哀
憐
す
べ
し
。
或
云
ふ
、
今
日
は
右
府
の
七
夜
の
産
養
に
相
当
す
。
其
の
儲

け
豊
姫
と
云
々
。
公
卿
多
く
会
合
す
べ
L
と
い
へ
り
。
仇
て
今
明
物
忌
と
称
し
、

門
を
閉
め
蟄
籠
す
。
伝
へ
聞
く
、
三
夜
公
卿
会
合
す
と
云
々
。

鴫
〃

十
七
日
、
丙
成
。
参
内
す
。
は
右
大
臣
・
は
は
両
大
納
言
・
㈲
源
的
藤
中
納
言
・
0
大

爪
‖
〟

蔵
卿
・
囲
宰
相
中
将
・
仕
右
兵
衛
督
陣
に
在
り
。
僧
綱
召
有
り
、
大
僧
都
覚
慶
、

権
大
僧
都
観
修
、
権
少
僧
都
明
豪
、
両
人
の
僧
都
は
女
院
御
薬
の
間
其
の
験
有
る

に
縁
り
、
超
越
し
て
任
ぜ
ら
る
と
云
々
。
右
大
臣
陣
に
候
し
、
僧
の
事
を
奉
ず
。

御
物
忌
に
依
る
な
り
。
国
権
左
中
弁
行
成
に
仰
せ
て
官
符
を
作
る
。
宣
命
を
作
ら

し
む
べ
き
の
気
色
有
り
。
彼
是
云
ふ
、
両
三
人
に
至
り
て
は
官
符
に
載
せ
ら
る
る

例
の
事
な
り
。
丞
相
其
の
事
を
諾
す
。
早
朝
休
浴
し
て
帰
る
。
清
原
正
国
博
戯
を

犯
す
と
い
へ
り
。
決
罪
し
仮
を
給
ふ
八
的
忠
宗
に
伸
す
）
。
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［
右
大
将
家
に
群
盗
入
る
の
事
］

十
四
日
、
突
未
。
は
右
大
将
の
広
幡
の
家
に
去
る
夜
群
盗
人
来
す
。
国
内
成
朝
臣

の
曹
司
の
雑
物
を
捜
取
し
、
鉾
を
以
て
内
成
朝
臣
の
子
の
法
師
を
突
き
損
ふ
。
大

将
の
厩
の
馬
矢
に
中
る
。
佗
将
軍
日
来
他
所
に
在
り
と
云
々
。
内
成
朝
臣
将
軍
の

旅
所
に
在
り
と
い
へ
り
。
件
の
事
今
朝
将
軍
の
御
許
よ
り
国
志
義
理
・
国
府
生
好

［
大
臣
召
の
仰
の
事
］

出
〃

廿
五
日
、
甲
午
。
今
暁
女
院
入
内
す
。
仕
右
兵
衛
督
告
送
し
て
云
ふ
、
右
大
臣
道

長
・
大
納
言
顕
光
（
右
大
将
）
、
今
日
昇
進
の
仰
せ
有
り
と
い
へ
り
。
右
府
を
以

て
左
大
臣
と
為
し
、
顕
光
を
以
て
右
大
臣
と
為
す
。
伝
勅
の
者
I
＋
蔵
人
為
任
朝
臣



と
云
々
。
両
人
陣
に
候
す
と
云
々
。
は
右
府
座
に
於
て
之
を
奉
ず
。
は
将
軍
壁
後

に
於
て
之
を
奉
ず
。
新
任
の
人
に
仰
せ
ら
る
べ
き
か
。
饗
禄
等
の
宮
に
縁
る
か
。

前
例
を
尋
ぬ
べ
し
。

［
大
理
の
沙
汰
の
間
の
事
］

左
獄
に
在
り
し
女
を
免
じ
給
ふ
。
的
忠
宗
に
仰
す
。

［
大
理
の
沙
汰
の
間
の
事
］

今
日
省
試
。
七
言
八
鞄
、
題
に
云
ふ
、
澤
時
雨
の
如
し
（
私
を
以
て
駒
と
為

す
）
。
童
一
人
に
仮
を
給
ふ
（
伊
達
に
仰
す
）
。

幽
右
衛
門
府
生
伊
達
知
家
事
と
為
す
。

爪
〃

廿
九
日
、
戊
成
。
q
右
兵
衛
督
談
じ
て
云
ふ
、
昨
日
御
前
に
候
す
る
に
、
仰
せ
て

云
ふ
、
大
納
言
に
任
ず
べ
き
の
人
、
世
の
許
す
所
作
右
衛
門
菅
に
在
り
と
云
々
。

奏
し
て
云
ふ
、
申
さ
し
め
ず
と
い
へ
り
。
余
超
越
の
心
無
書
を
奏
す
る
か
。
此
の

度
の
事
息
ひ
懸
け
ざ
る
所
な
り
。
只
天
道
に
任
せ
了
ん
ぬ
。
解
除
す
る
こ
と
例
の

（
マ
マ
）

如
し
。
応
用
紙
二
折
槽
八
四
十
帖
）
を
献
ず
。
六
月
楔
の
禄
と
い
へ
り
。
一
折
槽

は
国
陳
泰
朝
臣
に
賜
ふ
。
余
楔
の
人
な
り
。

十
月［平

座
］

一
日
、
戊
戊
。
参
内
す
。
国
蔵
人
行
資
仰
せ
て
云
ふ
、
南
殿
に
出
御
す
べ
か
ら
ず
。

例
に
依
り
て
之
を
行
ふ
と
い
へ
り
。
宜
陽
殿
の
座
・
饗
等
の
事
、
国
左
中
弁
行
成

に
伸
す
。
仰
せ
無
き
の
前
に
座
を
敷
く
。
然
る
べ
か
ら
ざ
る
事
な
り
。
此
の
間

は
左
衛
門
督
懐
忠
卿
参
入
す
。
仇
て
陣
の
座
よ
り
起
つ
。
事
の
由
を
奏
せ
し
め
む

と
欲
す
る
の
間
、
は
左
金
吾
立
ち
出
て
云
ふ
、
危
急
の
病
者
に
提
携
し
、
祇
候
す

る
こ
と
能
は
ず
、
早
に
退
出
す
べ
L
と
い
へ
り
。
肋
て
敢
へ
て
奏
せ
ず
。
宜
陽
殿

の
卿
相
・
侍
従
等
の
饗
弁
備
へ
了
ん
ぬ
。
乃
ち
移
り
て
彼
の
座
に
着
く
。
諸
卿
相

爪
り

率
ゐ
て
同
じ
く
着
く
（
参
議
輔
正
・
伯
公
任
・
忠
輔
・
糾
斉
信
・
（
l
俊
賢
）
。
弁
・

少
納
言
等
日
花
門
よ
り
入
り
座
に
着
く
。
少
納
言
・
弁
次
第
に
盃
を
献
ず
（
三
献

な
り
）
。
三
献
了
り
て
内
竪
等
汁
物
を
居
か
む
と
欲
す
。
け
余
日
く
、
居
か
し
め

ず
と
。
析
て
内
竪
等
引
き
帰
る
。
余
少
納
言
に
示
し
侍
従
を
召
さ
し
む
。
少
納
言

座
を
起
つ
。
日
花
門
よ
り
出
で
喚
ぶ
。
侍
従
一
人
燦
を
執
る
。
侍
従
無
き
に
縁
り

録
事
を
伸
せ
ず
。
析
て
見
参
を
催
す
。
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（
七
月
、
八
月
、
九
月
の
記
事
は
省
略
す
る
）

［
見
参
難
有
る
の
事
］

国
外
記
致
貴
見
参
・
禄
目
録
を
挿
み
書
杖
を
持
ち
て
中
庭
に
居
り
。
余
目
し
、
唯

を
称
す
。
進
み
て
膝
実
に
座
し
見
参
等
を
進
む
。
余
一
々
披
見
す
。
多
く
事
の
誤

り
有
り
。
其
の
一
、
右
大
弁
に
忠
輔
を
入
れ
ず
、
左
大
弁
に
扶
義
を
入
る
。
其
の



二
、
内
蔵
頭
陳
政
身
是
重
服
。
而
る
を
同
じ
く
見
参
に
載
す
。
其
の
三
、
右
中
弁

為
紀
道
紀
等
と
書
く
な
り
。
仇
て
返
し
給
ひ
改
め
直
さ
し
め
了
ん
ぬ
。
小
時
く
し

て
之
を
進
む
。
見
了
り
て
返
し
姶
ひ
、
元
の
如
く
書
杖
に
挿
み
、
退
き
て
中
庭
に

立
つ
。
余
御
所
に
進
み
、
蔵
人
に
付
し
て
奏
せ
し
む
。
少
遠
く
し
て
返
し
給
ふ
。

又
返
し
て
外
記
に
進
め
、
宜
陽
殿
の
座
に
復
す
。
外
記
返
し
て
見
参
等
を
進
め
退

出
す
。
少
納
言
伊
頬
を
召
し
て
見
参
を
腸
ひ
、
左
少
弁
説
孝
を
召
し
て
禄
目
録
を

給
ふ
。
少
納
言
進
み
て
南
庭
（
版
の
位
艮
な
り
）
に
立
ち
、
見
参
を
唱
ふ
。
余
次

第
に
及
び
唱
に
応
へ
て
列
び
立
つ
（
少
納
言
は
巽
二
丈
許
に
列
び
立
つ
。
上
達
部

は
一
列
西
上
北
面
、
非
参
議
は
一
列
）
。
見
参
唱
へ
了
ん
ぬ
。
少
納
言
列
に
復
す
。

次
に
卿
相
以
下
相
共
に
拝
舞
し
て
退
出
す
（
上
達
部
敷
政
門
よ
り
出
づ
。
非
参
議

日
花
門
を
用
ふ
）
。

門
尉
季
雅
・
銅
志
為
信
を
差
し
播
磨
に
遺
す
。
権
帥
の
有
無
を
実
検
せ
ら
る
。
又

帥
京
に
上
り
既
に
其
の
大
有
り
と
告
げ
言
ふ
。
近
く
は
則
ち
輌
中
宮
大
進
生
昌
、

是
左
府
談
説
せ
ら
る
る
所
な
り
。
丑
剋
許
り
に
は
左
は
右
大
臣
・
“
左
大
将
・
帽
藤

中
納
言
・
怜
右
衛
門
督
参
入
す
と
云
々
。
他
の
卿
相
今
日
参
入
す
。
余
年
剋
許
り

に
退
出
す
。
但
し
事
の
由
を
左
大
弁
に
触
る
。
堅
固
の
物
忌
に
縁
る
。
夜
に
入
り

〓HH－0
勘
解
由
長
官
来
た
り
て
云
ふ
、
桐
生
昌
を
召
し
間
は
る
と
云
々
。
権
帥
出
家
す

と
云
々
。
定
む
る
に
憶
か
な
ら
ず
、
実
検
す
べ
き
の
由
加
へ
仰
せ
ら
る
る
有
り
。

．
－
1
H
7¢
季
雅
等
の
事
、
播
万
の
便
未
だ
帰
来
せ
ざ
る
の
間
、
使
の
宮
人
等
糾
后
宮
を
護

る
べ
L
と
云
々
。
中
宮
今
月
御
産
の
期
に
当
た
る
。

八
日
乙
巳
。
早
朝
或
云
ふ
、
諸
陣
の
禁
衛
の
門
扉
を
全
て
閉
ず
と
云
々
。
物
忌
に

爪
〃

依
り
て
諷
詞
を
修
せ
し
む
。
0
勘
解
由
長
官
同
車
し
て
参
内
す
。
殿
上
に
候
す
。

小
選
く
し
て
帽
左
府
の
直
鹿
に
詣
づ
。
卿
相
会
す
。

［
権
師
の
出
家
実
無
き
の
事
］

爪
H
りu
外
帥
先
日
出
家
の
由
を
奏
せ
し
め
、
官
符
を
改
め
ら
る
。
而
る
を
尚
猶
剃
頭
せ

ざ
る
が
ご
と
し
と
云
々
。
証
偽
の
甚
だ
し
き
か
。
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［
権
帥
密
々
京
に
上
る
の
事
］

。
5
権
帥
密
々
京
に
上
り
、
糾
中
宮
に
隠
居
す
と
云
々
。
夜
部
よ
り
其
の
聞
え
有
り

と
云
々
。
且
く
国
右
衛
門
権
佐
孝
道
を
差
し
事
の
由
を
后
宮
に
申
さ
る
。
巳
に
無

ヽ

．

1

H

H

7

実
の
趣
を
奏
さ
る
。
孝
道
朝
臣
以
下
の
使
の
宮
人
等
彼
の
后
宮
に
候
す
。
¢
左
衛

飢
叫

九
日
、
丙
午
。
参
内
す
。
0
左
大
弁
扶
義
化
徳
門
に
於
て
云
ふ
、
上
達
部
は
左
府

爪HHH－

の
宿
所
に
在
り
と
い
へ
り
。
仇
て
参
入
す
。
伯
右
衛
門
督
・
は
勘
解
由
長
官
彼
の

直
魔
に
在
り
。
左
府
談
話
し
て
云
ふ
、
権
帥
中
宮
に
候
す
る
の
由
便
の
宮
人
申
す
。

而
る
を
は
相
府
仰
せ
て
云
ふ
、
日
昼
召
し
出
す
は
極
め
て
不
便
な
る
べ
し
。
暗
夜

に
臨
み
て
召
し
出
す
が
宜
し
き
か
。
但
し
其
の
身
を
得
し
後
、
事
の
由
を
奏
せ
し

む
べ
L
と
云
々
。
此
の
間
的
右
衛
門
尉
倫
範
参
り
来
た
る
。
同
じ
く
此
の
由
を
申



す
と
い
へ
り
。
日
没
退
出
の
間
、
櫛
笥
小
道
の
間
に
於
て
忽
ち
勅
喚
を
蒙
る
。
帰

参
し
て
殿
上
に
候
ふ
。
国
頭
弁
行
成
に
仰
せ
て
云
ふ
、
左
大
臣
に
随
身
を
給
す
。

左
右
近
衛
府
生
各
一
人
・
近
衛
四
人
の
勅
書
（
其
の
趣
大
将
を
辞
す
る
の
日
、
随

身
を
給
す
べ
し
。
而
る
を
謙
過
し
て
受
け
ず
。
今
殊
に
給
す
る
所
と
い
へ
り
。
摂

政
・
関
白
に
非
ず
し
て
随
身
を
腸
は
る
例
宜
し
か
ら
ざ
る
の
例
な
り
）
、
作
ら
し

・
山
7

む
べ
L
と
い
へ
り
。
国
大
外
記
致
時
朝
臣
¢
大
内
記
斉
名
を
召
さ
し
む
る
に
、
在

所
を
知
ら
ず
と
い
へ
り
。
仇
て
華
右
中
弁
為
紀
に
伸
す
。
又
中
務
省
に
召
す
べ
き

〓
〃

の
由
外
記
に
仰
す
。
伯
右
衛
門
督
・
q
勘
解
由
長
官
陣
に
在
り
。
為
紀
良
や
久
し

き
の
後
草
持
ち
来
た
る
（
筈
に
入
る
）
。
其
の
文
何
ぞ
縦
跡
を
糸
給
に
忘
れ
ん
や

と
い
へ
り
。
此
の
文
不
快
。
故
に
何
者
か
摂
政
・
関
白
の
任
に
非
ず
し
て
随
身
を

爪
叫

給
は
ら
ん
や
。
之
の
例
は
0
権
帥
の
み
。
析
て
返
し
給
ひ
止
め
し
む
。
又
朕
を
分

く
る
の
羽
林
等
の
文
頗
る
意
を
得
ず
。
改
め
直
さ
し
め
了
ん
ぬ
。
国
外
記
致
時
を

以
て
先
づ
草
を
左
府
に
奉
ら
し
む
（
件
の
事
左
府
に
奉
ら
し
む
べ
か
ら
ず
。
然
れ

ど
も
彼
是
云
ふ
、
近
代
の
事
此
の
如
し
。
此
の
如
き
者
、
彼
の
御
事
を
為
す
と
錐

も
、
猶
奏
せ
し
む
る
が
ご
と
き
が
宜
し
き
か
と
）
。
次
に
御
所
に
進
み
、
頭
弁
に

付
し
て
奏
せ
し
む
。
則
ち
返
し
給
ふ
。
清
書
せ
し
め
重
ね
て
奏
聞
す
。
御
画
日
有

り
、
返
し
給
ふ
。
陣
に
復
し
て
御
中
務
少
甫
遠
高
に
下
し
給
ふ
（
時
に
子
四
刻
）
。

勘
間
の
軍
内
記
所
に
給
ふ
べ
き
の
由
、
致
時
朝
臣
に
仰
せ
了
ん
ぬ
。

［
左
大
将
左
馬
寮
の
御
監
と
為
す
の
事
］

極
左
大
将
左
馬
寮
の
御
監
と
為
す
の
由
、
頭
弁
行
成
之
を
仰
す
。
又
雑
抱
の
宣
旨

を
下
し
給
ふ
。
左
馬
寮
の
官
人
の
検
非
違
使
十
三
日
召
し
候
す
べ
き
の
由
致
時
朝

臣
に
仰
す
。
弾
正
に
至
り
て
は
彼
の
日
下
し
給
ふ
べ
し
。

［
権
帥
重
ね
て
官
符
を
下
さ
る
る
の
事
］

十
一
日
、
戊
申
。
大
外
記
致
時
朝
臣
告
送
し
て
云
ふ
、
昨
日
雑
事
を
行
は
る
。
外

帥
太
宰
府
に
下
し
送
ら
る
八
的
左
衛
門
尉
平
維
時
を
し
て
官
符
を
請
け
し
め
了
ん

ぬ
）
。
国
信
順
・
囲
道
順
等
任
所
に
迫
通
す
（
使
は
先
日
の
使
な
り
）
。
勘
解
由

次
官
弓
削
以
言
を
飛
騨
権
守
に
任
ず
（
使
左
兵
衛
尉
に
仰
せ
て
差
し
進
め
し
め
了

ん
ぬ
。
未
だ
任
符
に
成
さ
れ
ず
）
。
積
悪
の
家
天
護
を
被
る
か
。
後
人
恐
る
べ
し
、

恐
る
べ
し
。
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十
三
日
、
庚
成
。
左
馬
寮
の
御
監
及
び
禁
色
・
雑
抱
の
宣
旨
を
下
さ
む
と
為
て
、

参
内
の
間
、
大
外
記
致
時
朝
臣
申
さ
し
め
て
云
ふ
、
今
日
郡
司
の
読
奏
を
為
す
べ

し
。
而
る
を
左
府
御
障
有
る
べ
し
。
早
に
参
り
行
ふ
べ
L
と
い
へ
り
。
左
大
弁
一

人
陣
に
在
り
。
小
遠
く
し
て
右
府
参
入
せ
ら
る
。
相
続
き
て
は
平
中
納
言
参
入
す
。

右
大
臣
前
帥
の
事
等
を
奏
し
行
ふ
。
又
之
を
官
符
に
成
さ
し
む
る
有
り
。
左
大
弁

を
結
の
政
所
に
遺
し
て
捺
印
せ
し
む
。
ほ
右
大
臣
云
ふ
、
今
日
読
奏
の
事
を
行
ふ

べ
L
と
。
而
る
を
心
神
宜
し
か
ら
ず
、
奏
し
行
ふ
こ
と
能
は
ず
。
汝
申
し
行
ふ
ベ



L
と
い
へ
り
。
乗
燭
右
府
退
出
す
。
余
外
記
を
召
し
、
式
部
省
の
具
否
を
問
ふ
。

具
し
了
ん
ぬ
と
い
へ
り
。
仇
て
I
＋
蔵
人
式
光
を
以
て
式
部
省
郡
司
の
読
奏
に
候
す

る
の
由
を
奏
せ
し
む
。
仰
せ
て
云
ふ
、
例
に
依
り
て
行
ふ
と
い
へ
り
。
宜
陽
殿
に

座
を
敷
か
し
む
べ
き
の
事
的
左
少
弁
説
孝
に
仰
せ
、
掃
部
寮
座
を
敷
き
了
ん
ぬ
。

宜
陽
殿
の
中
間
に
着
き
東
向
す
。
左
大
弁
同
じ
く
着
く
。
は
平
中
納
言
是
よ
り
先

退
出
す
。
太
だ
奇
な
り
。
余
外
記
に
仰
せ
て
式
部
省
に
召
さ
し
む
。
舶
式
部
丞
源

済
政
読
奏
文
を
捧
げ
日
花
門
よ
り
入
り
、
進
み
て
余
の
前
に
置
く
（
余
の
右
よ
り

之
を
置
く
）
。
退
き
て
軒
廊
の
南
に
立
つ
。
余
少
し
許
り
擬
文
を
披
見
し
筈
を
押

し
出
す
。
済
政
進
み
て
読
奏
を
取
り
、
復
た
本
の
所
に
立
つ
。
余
座
を
起
ち
、
階

下
を
経
て
射
場
に
進
む
。
済
政
相
従
ふ
。
済
政
身
は
蔵
人
た
り
。
仇
て
便
ち
奏
間

を
奏
せ
し
む
。
小
遠
く
し
て
帰
り
出
づ
。
射
場
の
南
の
座
に
立
つ
。
余
宜
陽
殿
の

座
に
復
し
、
済
政
直
ち
に
出
づ
。
同
省
の
丞
二
人
（
宣
義
・
済
政
）
、
擬
文
並
び

に
丹
の
硯
等
を
執
り
並
び
て
軒
廊
の
南
に
立
つ
。
宣
義
擬
文
を
執
り
、
先
づ
余
の

前
に
置
く
。
了
り
て
進
み
来
た
り
て
本
の
所
に
立
つ
。
次
に
済
政
丹
の
硯
の
筈
を

執
り
又
来
た
り
て
置
く
（
皆
座
の
右
よ
り
置
く
）
。
了
り
て
両
丞
を
引
き
出
し
、

陣
の
官
を
召
し
掃
部
寮
に
仰
せ
て
輔
の
座
（
宜
陽
殿
の
西
の
壇
上
。
余
の
座
に
当

た
り
頗
る
北
に
去
る
）
を
敷
か
し
む
。
外
記
に
仰
せ
て
輔
を
召
さ
し
む
。
餉
少
甫

匡
衡
擬
文
を
第
に
取
り
副
へ
、
宣
仁
門
よ
り
入
り
座
に
着
く
。
余
擬
文
を
披
き
、

匡
衡
朝
臣
に
目
す
。
匡
衡
擬
文
を
読
み
申
し
て
多
く
誤
る
。
其
の
由
を
間
ふ
。
匡

衡
敢
て
答
対
無
し
。
難
無
き
に
至
り
て
は
字
を
注
足
し
、
難
有
る
に
至
り
て
は
注

定
せ
ず
（
其
の
難
左
に
注
す
）
。
匡
衡
読
み
了
り
て
、
擬
文
を
取
り
て
退
出
す
。

又
掃
部
寮
に
仰
せ
て
輔
の
座
を
徹
せ
し
む
。
次
に
丞
宣
義
進
み
来
た
り
て
擬
文
を

取
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

（
読
み
合
せ
の
後
、
更
に
巻
き
返
さ
ず
奏
聞
す
）
。
余
座
を
起
ち
て
射
場
に
進
み

宣
義
相
従
ふ
。
蔵
人
を
以
て
式
部
丞
式
光
読
奏
を
奏
聞
せ
し
む
。
聞
き
了
り
て
即

ち
返
し
給
ふ
。
宣
義
に
伝
授
し
、
宣
義
射
場
の
南
庭
に
立
つ
。
余
宜
陽
殿
に
復
し
、

宣
義
読
奏
を
捧
げ
て
退
く
。
還
る
の
間
、
済
政
相
代
り
て
進
み
来
た
る
。
現
の
筈

を
執
り
て
退
出
し
了
ん
ぬ
。
余
座
を
起
ち
て
退
出
す
。

［
読
奏
の
難
の
事
］

［
五
行
省
略
］
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十
一
月

［
北
野
宮
寺
焼
亡
の
事
］

六
日
、
壬
申
。
今
夜
北
野
天
満
神
の
神
殿
焼
亡
す
と
云
々
。

十
日
、
丙
子
。
孝
義
朝
臣
に
一
階
を
加
ふ
。
国
左
衛
門
尉
倫
範
の
叙
位
、
皆
是
外

帥
の
入
京
の
由
を
告
げ
言
ふ
賞
と
云
々
。



十
二
月

［
東
宮
の
王
子
着
袴
の
事
］

十
四
日
、
庚
成
。
今
日
東
宮
の
王
子
の
着
袴
。
参
入
す
べ
き
の
由
宮
属
来
た
り
伸

す
。
参
内
す
。
内
の
御
書
所
に
於
て
国
々
の
申
請
の
造
門
の
所
々
の
作
料
を
定
め

宛
つ
。
囲
勘
解
由
長
官
・
舶
右
中
弁
為
紀
・
史
国
平
・
糾
守
成
・
延
政
等
預
か
り

定
む
。
公
益
に
似
た
り
と
錐
も
、
勅
定
に
非
ざ
る
に
よ
り
、
定
め
宛
つ
べ
き
こ
と

難
し
。
仇
て
頭
弁
を
以
て
事
の
由
を
奏
せ
し
む
。
巳
に
勅
許
有
り
。
仇
て
定
め
宛

つ
。
は
左
は
右
大
臣
以
下
春
宮
に
参
る
。
国
式
部
大
輔
輔
正
一
人
参
ら
ず
。
公
家

の
勘
事
に
依
る
か
。
殿
上
に
於
て
饗
僕
有
り
。
左
大
臣
喚
に
依
り
御
前
に
参
る
。

是
王
子
の
袴
腰
を
結
ぶ
べ
き
に
依
る
か
八
時
に
酉
）
。
良
や
久
し
き
の
後
、
諸
卿

を
御
前
に
召
し
、
御
遊
有
り
。
左
大
臣
の
御
馬
二
疋
（
一
疋
は
今
日
内
よ
り
春
宮

に
奉
ら
る
る
の
馬
と
云
々
）
、
大
樹
・
女
装
束
、
右
大
臣
大
樹
・
御
直
衣
（
他
の

御
衣
無
書
に
依
る
と
云
々
）
、
自
余
の
上
達
部
大
樹
、
侍
臣
疋
絹
、
是
よ
り
先
御

厨
子
所
の
御
膳
（
折
敷
四
枚
）
を
供
す
。
余
陪
膳
を
為
す
。
銀
を
脱
し
第
を
指
し
、

第
一
の
折
敷
を
執
り
、
警
膵
を
称
す
。
一
々
供
し
了
り
て
退
出
す
。
銀
を
着
け
座

に
復
す
。
は
左
府
御
酒
酌
を
供
し
、
脆
き
て
警
輝
を
称
す
。

［
注
記
］

正
暦
六
年
（
改
元
長
徳
）
（
九
九
五
）

Ⅲ
　
関
白

㈲
　
内
・
主
上
・
帝

㈱
　
蔵
人
頭
・
右
中
弁
・
頭
弁
・
参
議

㈲
　
院
・
女
院

㈲
　
右
大
臣
・
右
府
・
丞
相

㈲
　
内
大
臣
・
内
府

㈹
　
左
大
臣
・
左
府
・
藤
相
公
・
丞
相

㈲
　
参
議

㈱
　
修
理
権
大
夫
・
参
議

㈹
　
大
納
言

㈹
　
大
納
言
・
左
大
将

㈹
　
大
納
言
・
中
宮
大
夫
・
右
大
臣
・
大
将
・
右
府

㈹
　
中
納
言

㈹
　
三
位

個
　
蔵
人
頭
・
頭
中
将

㈹
　
権
大
納
言

㈹
　
右
大
弁
・
参
議

㈹
　
中
宮

藤
原
道
隆

一
條
天
皇

源
　
俊
賢

藤
原
詮
子

藤
原
道
兼

藤
原
伊
周

源
　
重
信

藤
原
時
光

藤
原
安
親

藤
原
朝
光

藤
原
済
時

藤
原
道
長

源
　
保
光

菅
原
輔
正

藤
原
斉
信

藤
原
道
頼

源
　
扶
義

藤
原
定
子
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㈹
　
東
宮

榊
　
御
忌
月

初
　
大
外
記

材
　
中
納
言
・
左
衛
門
督
・
権
大
納
言
・
大
将

幽
　
中
納
言
・
春
宮
大
夫
・
権
大
納
言

的
　
中
納
言

餉
　
中
納
言
・
右
衛
門
督

餉
　
中
納
言
・
勘
解
由
長
官

銅
　
参
議
・
左
大
弁

幽
　
参
議
・
藤
相
公

約
　
参
議

的
　
冷
泉
院

的
　
二
娘

的
　
青
宮

的
　
参
議
・
宰
相
中
将

的
　
余

的
　
三
位
中
将
・
中
納
言

鍋
　
三
位
中
将
・
太
皇
大
后
宮
大
夫

的
　
右
少
弁
・
蔵
人
弁

的
　
固
平
朝
臣

居
貞
親
王

藤
原
超
子
の
御
忌

中
原
致
時

藤
原
顕
光

藤
原
公
李
．

源
　
時
中

源
　
伊
捗

藤
原
懐
忠

平
　
惟
仲

藤
原
公
任

藤
原
誠
信

冷
泉
上
皇

藤
原
原
子

春
宮
・
東
宮

藤
原
道
綱

藤
原
実
資

藤
原
隆
家

藤
原
理
兼

藤
原
為
任

多
米
国
平

餉
　
右
近
将
監

㈹
　
故
殿

糾
　
宮

的
　
右
府
の
二
郎

的
　
散
三
位

的
　
右
少
将

的
　
右
衛
門
尉

㈹
　
左
馬
頭

的
　
史

的
　
左
少
弁
・
右
佐

㈹
　
相
近
朝
臣

6
0
　
義
行
朝
臣

糾
　
明
順
朝
臣
▼

相
　
違
資
朝
臣

掃
　
堀
川
大
臣

6

4

　

殿

柏
　
忠
宗

鍋
　
右
志

開
　
府
生

6
d
q
　
右
府
僕

下
毛
野
重
行

藤
原
賢
頼

藤
原
道
子

藤
原
道
兼
の
二
郎
兼
隆

藤
原
有
国

藤
原
朝
経

秦
身
高

藤
原
相
伊

小
槻
奉
親

高
階
信
順

源
相
近

宮
道
義
行

高
階
明
順

源
　
遺
賢

藤
原
兼
通

藤
原
忠
平

茜
　
忠
宗

美
麻
那
近
政

美
努
伊
達

玉
手
則
武
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6

9

　

倫

範

6
0
　
監
物
・
大
監
物

机
　
左
少
将

材
　
左
中
弁

栂
　
少
納
言

餌
　
別
当

平
倫
範

輔
範
・
永
道

源
　
明
理

藤
原
忠
輔

藤
原
統
理

菅
原
文
時

長
徳
二
年
（
九
九
六
）

Ⅲ
　
女
院
・
太
后
宮
・
東
三
傑
院

㈱
　
大
納
言
・
右
大
将
・
右
大
臣
・
藤
大
納
言

㈱
　
右
大
臣
・
右
府
・
左
大
臣
・
左
府
・
相
府

棚
　
大
納
言
・
藤
大
納
言
・
左
大
将

㈲
　
中
納
言

㈱
　
中
納
言
・
左
衛
門
督
・
左
金
吾

㈹
　
中
納
言
・
余
・
右
衛
門
督

㈱
　
参
議
・
左
大
弁
・
権
中
納
言

㈱
　
参
議
・
左
武
衛
相
公
・
右
衛
門
督

㈹
　
参
議
・
春
宮
権
大
夫

的
　
参
議
・
右
兵
衛
督
・
勘
解
由
長
官

㈹
　
参
議
・
大
蔵
卿

藤
原
詮
子

藤
原
顕
光

藤
原
道
長

藤
原
公
季

源
　
時
中

藤
原
懐
忠

藤
原
実
資

平
　
惟
仲

藤
原
公
任

藤
原
誠
信

源
　
俊
賢

藤
原
時
光

㈹
　
民
部
卿

㈹
　
参
議

㈹
　
内
大
臣
・
内
府
・
太
宰
権
帥
・
員
外
の
帥

㈹
　
中
納
言
・
出
雲
権
守

㈹
　
参
議
・
宰
相
中
将
・
新
中
納
言

㈹
　
参
議
・
右
大
弁
・
中
宮
権
大
夫
・
左
大
弁

㈹
　
将
監

御
　
中
務
少
輔

の
　
大
内
記

材
　
量
宣
朝
臣
・
紀
伊
前
守

的
　
右
衛
門
柱
佐

糾
　
中
宮
・
后
宮
・
皇
后

縛
　
外
記

初
　
頭
中
将
・
蔵
人
頭
・
宰
相
中
将
・
参
議

銅
　
弾
正
親
王

幽
　
帥
親
王

拍
　
大
外
記

的
　
外
記

的
　
式
部
丞

餉
　
兵
部
丞

藤
原
文
範

藤
原
安
親

藤
原
伊
周

藤
原
隆
家

藤
原
道
綱

源
　
扶
義

源
　
忠
規

良
峯
遠
高

紀
　
斉
名

菅
原
董
宣

源
　
孝
道

藤
原
定
子

林
相
門

藤
原
斉
信

為
尊
親
王

敦
道
親
王

中
原
致
時

能
登
守
成

菅
原
定
義

藤
原
信
経

31



餉
　
蔵
人
頭
・
頭
弁
・
権
左
中
弁

的
　
府
生

的
　
権
左
少
弁
・
右
中
弁

的
　
右
兵
衛
佐
・
淡
路
権
守

的
　
左
衛
門
尉

餉
　
説
孝
朝
臣

㈲
　
左
衛
門
権
佐

㈹
　
左
衛
門
府
生

的
　
左
衛
門
尉

的
　
右
衛
門
尉

幽
　
伊
豆
権
守

的
　
少
納
言

幽
　
明
順

幽
　
明
理

的
　
方
理

的
　
右
京
進

的
　
右
衛
門
尉

6
0
　
左
衛
門
志

餌
　
左
衛
門
尉

材
　
右
衛
門
府
生

藤
原
行
成

飛
鳥
部
好
兼

菅
原
為
紀

高
階
道
順

平
　
維
時

藤
原
説
孝

惟
宗
允
亮

茜
　
忠
宗

源
　
為
貞

藤
原
陳
泰

高
階
信
順

源
　
伊
頼

高
階
明
順

源
　
明
理

源
　
方
理

藤
　
頼
行

平
　
倫
範

錦
　
為
信

藤
原
季
雅

美
努
伊
達

材
　
師
の
母
氏

銅
　
史

6
9
　
式
部
大
甫

6
8
　
右
京
大
夫

的
　
史

6
d
q
　
弼

6
9
　
故
右
府

6
〇
　
二
位
法
師

机
　
神
祇
祭
主

材
　
内
成
朝
臣

柏
　
志

錮
　
蔵
人

棉
　
蔵
人

6
6
　
外
記

銅
　
中
宮
大
進

6
d
q
　
蔵
人

6
9
　
蔵
人
・
式
部
丞

㈹
　
少
甫

高
階
貴
子

阿
倍
茂
忠

菅
原
輔
正

藤
原
信
輔

文
守
永

源
　
頼
定

藤
原
道
兼

高
階
成
忠

大
中
臣
永
瀬

構
　
内
成

義
理

藤
原
為
任

橘
　
行
資

三
園
致
貴

平
　
生
昌

営
道
式
光

源
　
済
政

大
江
匡
衡
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あ
　
と
　
が
　
き

本
稿
は
、
冒
頭
に
あ
げ
た
六
名
の
古
日
記
輪
読
会
の
成
果
（
平
成
五
年
十
一
月

よ
り
平
成
六
年
一
月
初
旬
ま
で
の
毎
週
一
回
、
三
時
間
、
計
十
回
分
）
の
報
告
で

あ
る
。
小
右
記
は
、
天
元
元
年
（
九
七
八
）
［
現
存
本
文
は
天
元
五
年
よ
り
］
　
よ

り
長
元
五
年
（
一
〇
三
二
）
冬
に
至
る
六
十
一
巻
の
漢
文
日
記
で
あ
り
、
そ
れ
は
、

記
者
小
野
宮
右
大
臣
藤
原
実
資
の
二
十
二
歳
よ
り
七
十
六
歳
に
至
る
五
十
五
年
間

に
相
当
し
、
そ
れ
は
ま
た
、
彼
の
九
十
年
の
生
涯
の
優
に
半
ば
を
越
え
る
長
年
月

に
当
た
る
。

本
稿
で
は
、
そ
の
中
、
記
者
の
三
十
九
歳
と
四
十
歳
の
二
年
間
に
当
た
る
正
暦

六
年
（
九
九
五
・
二
月
二
十
二
日
長
徳
に
改
元
）
と
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
の
記

事
の
主
な
部
分
を
と
り
あ
げ
て
訓
読
し
た
。
そ
れ
は
、
期
せ
ず
し
て
、
中
開
自
家

の
悲
運
の
経
緯
を
読
む
こ
と
と
な
っ
た
。

小
右
記
は
、
漢
文
日
記
の
文
学
性
、
ま
た
随
筆
、
歴
史
物
語
、
説
話
集
な
ど
と

の
関
連
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
内
容
を
持
つ
も
の
な
の
で
、
試
み
に
訓
読
し
た
も
の

で
あ
る
。
ま
ま
未
勘
の
箇
所
も
あ
る
が
、
大
方
の
御
批
正
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

（
一
九
九
四
・
一
・
一
〇
）
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